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ニコンデジタルカメラ 
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クールビクス775 


使用説明書 




C 00 LPIX 775 のマニュアルについて 


C 00 LPIX 775 には次の説明書が付属しています。製品をご使用の前によく 
お読みください。 

クイックスタートガイド 

クイックスタートガイドは、 C 00 LPIX 775 で撮影して、再生するところから、 
撮影した画像をパソコンに転送するところまでの基本操作をステップごとに簡単に 
紹介しています。 

使用説明書 

使用説明書は、 C 00 LPIX 775 の操作方法について詳しく説明しています。 


Nikon View 4リフアレンスマニュアル （CD-ROM) 

Nikon View 4リファレンスマニュアルは、 C 00 LPIX 775 に付属している CD - 
ROM 内に収録されています 。 Nikon View 4リファレンスマニュアルの読み方 
については、この使用説明書の「機能の詳細一接続」の章をご覧ください。 



安全上のご注意 


ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しく使用していただき、あなたや 
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載 
しています。お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところ 
に必ず保管してください。 

表示と意味は、次のようになっています。 


a A . no . この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負 
厄陕ぅ可能性が高いと想定される内容を示しています。 

A 離^ 1 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負 
言口 う可能性が想定される内容を示しています。 

A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が 

ZIA / X #® 想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


_絵表示の例_ 

A △記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近く 
_ に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や 
近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

籲記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中 
re - や近くに具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントから抜く）が描 

かれています。 






△警告 (カメラについて） 


分解禁止 


分解したり修理 • 改造をしないこと 
感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 


⑩ 

接触禁止 

❶ 

すぐに 
修理依頼を 


落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手を触れないこと 
感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

電池、電源を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 


€ 

電池を取る 

❶ 

すぐに 
修理依頼を 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出すこと 
そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに十分注意してください。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 



水につけたり、水をかけたり、雨にぬらしたりしないこと 


発火したり感電の原因となります。 


水かけ禁止 




Q 

使用禁止 


引火 • 爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プ□ノ 又ンガス、 ガソリンなどの弓 I 火性ガスや粉塵の発生する場所で使用する 
と、爆発や火災の原因となります。 


0 

レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 


失明や視力障害の原因となります。 


見ないこと 




/// 






























△警告 (カメラについて） 


0 

車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 


事故の原因となります。 


発光禁止 




Q 

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 


視力障害の原因となります。 


発光禁止 

特に乳幼児を撮影するときは1 m 以上離れてください。 



A 

保管注意 


幼児の口に入るノ』\さな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと 
幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


A 

言口 


ストラップが首に巻き付かないようにすること 
特に幼児 • 児童の首にストラップをかけないこと 
首に巻き付いて窒息の原因となります。 


A 

言口 


指定の電池または専用 AC アダプタを使用すること 

指定以外のものを使用すると、火災•感電の原因となります。 


0 

使用禁止 


AC アダプタ使用時に雷が鳴り出したら、電源プラグに触れないこと 

感電の原因となります。 

雷が鳴り止むまで機器から離れてください。 


/V 































A (カメラについて） 


A 

感電注意 


ぬれた手でさわらないこと 
感電の原因になることがあります。 


A 

製品は幼児の手の届かないところに置くこと 


/!\ 

ケガの原因になることがあります。 


保管注意 




使用しないときは、電源スイッチを OFF にするか、太陽光のあたらない所に 
保管すること 

ぼ胃ま胃太陽光が焦点を結び、火災の原因になることがあります。 


A 


A 

移動注意 


三脚にカメラを取り付けたまま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりして、ケガの原因となることがあります。 


0 

禁止 

% 

プラグを抜く 


長期間使用しないときは電源（電池や AC アダプタ）を外すこと 

電池の液漏れにより、火災、ケガや周囲を汚損する原因となることがあります。 

AC アダプタで使用されている場合には、 AC アダプタを取り外し、その後電源 
プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となることがあります。 


A 

使用注意 


飛行機内で使うときは、航空会社の指示に従うこと 
本機器が出す電磁波などにより、飛行機の計器に影響を与えるおそれがあります。 
病院で使う際も、病院の指示に従ってください。 


0 

禁止 


本機器や AC アダプタは布団でおおつたり、つつんだりして使用しないこと 
熱がこもりケースが変形し、火災の原因となることがあります。 


窓を閉め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など、異常に温度が高くな 
る場所に放置しないこと 

放置禁止ケースや内部の部品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあります。 









































△警告 (リチウム電池について） 


0 

禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 


液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


⑤ 

. 分解禁止 

電池をシヨート、分解しないこと 


液もれ、発熱、破裂の原因となります。 



A 

&SCM- 
言 口 


電池に表示された警告 • 注意を守ること 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

- 

言 口 


使用説明書に表示された電池を使用すること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


水かけ禁止 


水につけたり、ぬらさないこと 
液もれ、発熱の原因となります。 


A 

保管注意 


電池は幼児の手の届かない所に置くこと 
幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


0 

禁止 


充電式電池以外は充電しないこと 
液もれ、発熱の原因となります。 


A 


電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 
お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。 
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A 危険 (専用リチウムイオン充電池について) 


0 

禁止 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


⑧ 

分解禁止 


電池をショート、分解しないこと 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

危険 


専用の充電器を使用すること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 


ネックレス、ヘアピンなどの金属製のものと一緒に持ち運んだり、保管しないこと 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


0 ニコン C00LPIX775 • 880 • 995専用の充電式電池です、この機器以外に 
は使用しないこと 

使用禁止液もれ、発熱の原因となります。 


vii 




























△警告 (専用リチウムイオン充電池について） 


A 

保管注意 


電池は幼児の手の届かない所に置くこと 
幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


㉘ 

水かけ禁止 


水につけたり、ぬらさないこと 
液もれ、発熱の原因となります。 


A 

StcM- 
言口 


変色•変形、そのほか今までと異なることに気づいたときは、使用しないこと 

液もれ、発熱の原因となります。 


A 


充電の際に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合には、充電をやめ 
ること 


液もれ、発熱の原因となります。 


A 

害口 


電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 
お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。 
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•ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置で 
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を弓 I き起こすことがあります。使用説明書に従って正しい取り 
扱いをしてください。 

•保証書とカスタマ登録力ードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録力ードが付いていますのでご確認ください。「保証書」は、お買い 
上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっております。「ご愛用者氏名」および「住 
所」「ご購入年月日」「ご購入店」がすべて記入された保証書を必ずお受け取りください。「保証書」を 
お受け取りになりませんと、ご購入1年以内の保証修理が受けられないことになります。もし、お受 
け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請求ください。 

•大切な撮影を行う前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行）を行う前には、必ず試し撮りをしてカメラが正常に機能するかを事 
前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益喪失等 
に関する損害等）についての補償はご容赦願います。 

•著作権についてのご注意 

あなたがデジタルカメラで撮影したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利者に無断 
で使用できません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であっても、撮 
影を制限している場合がありますのでご注意ください。また、著作権の目的となっている画像は、著 
作権法の規定による範囲内で使用する以外は、ご利用いただけませんのでご注意ください。 

•デジタルカメラの特性について 

きわめて希なケースとして、液晶パネルに異常な表示が点灯したまま、カメラが作動しなくなることが 
あります。原因として、外部から強力な静電気が電子回路に侵入したことが考えられます。万一このよ 
うな状態になった場合は、電源スイッチを OFF にして電池を入れ直し、電源スイッチを ON にして力 
メラを作動させてみてください。その際、カメラを長時間使用していますと電池が熱くなっていること 
がありますので、取り扱いには十分にご注意ください。 AC アダプタをご使用時は、いったんカメラか 
ら取りはずして再度カメラに取り付け、電源スイッチを ON にしてカメラを作動させてみてください。 
また、この操作を行うことでカメラが作動しなくなった状態の時のデータは、失われるおそれがありま 
すが、すでにコンパクト フラッシュ カードに記録されているデータは失われることはありません。この 
操作を行ってもカメラに不具合が続く場合は、当社サービス部門にお問い合わせください。 


商標説明 


• CompactFlash ™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft ® および Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標です。 

• 旧 M は International Business Machines Corporation の米国における登録商標です。 

• Macintosh、Mac 〇 S、Power Macintosh 、 Power 巳 00 k 、 iMac 、 iBook、QuickTime 
は米国およびその他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。 

• Adobe、Adobe Acrobat は Adobe Systems , Inc . (アドビシステムズ社）の商標または 
特定地域における同社の登録商標です。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 
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カメラの取り扱い上のご注意 


•強いショックを与えないでください 

カメラを落としたり、ぶつけたりしないように注 
意してください。故障の原因になります。また、 
レンズに触れたり、レンズおよびレンズカパーに 
無理な力を加えたりしないでください。 

•水に濡らさないでください 

カメラは水に濡らさないように注意してくださ 
い。カメラ内部に水滴が入ったりすると部品がサ 
ビついてしまい、修理費用が高額になるだけでな 
く、修理不能になることがあります。 

• 急激な温度変化を与えないでください 

極端に温度差のある場所(寒いところから急激に 
暖かいところや、その逆になるところ）にカメラ 
を持ち込むと、カメラ内外に水滴を生じ、故障の 
原因となります。カメラをパックやビニール袋な 
どに入れて、周囲の温度になじませてから使用し 
てください。 

•強い電波や磁気を発生する場所で撮 
影しないでください 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲お 
よび強い静電気の周囲では、記録データが消滅し 
たり、カメラが正常に機能しない場合があります。 

•お手入れ方法について 

手入れの際は、ブロアーでゴミやホコリを軽く吹 
き払ってから、乾いた柔らかい布で軽く拭いてく 
ださい。 

レンズ面や液晶画面が汚れたときは、ブロアーで 
ゴミやホコリを吹き払い、汚れが取れない場合は 
乾いた柔らかい布に市販のレンズクリーナーを少 
量湿らせて、軽く拭いてください。固いもので拭 
<と傷になりますのでご注意ください。 

•風通しのよい場所に保管してください 

カビや故障などを防止するために、風通しのよい 
乾燥した場所を選んでカメラを保管してくださ 
い。ナフタリンや樟脳の入ったタンスの中、磁気 
を発生する器具のそば、極度に高温となる夏期の 
車内、使用しているス I ブの前などにカメラを 
置かないでください。故障の原因になります。 


•長期間使用しないときは、バッテリー 
を取り出してください 

カメラを長期間使用しないときは、バッテリーを 
必ず取り出しておいてください。また、カビや故 
障を防ぎ、カメラを長期にわたってご使用いただ 
けるように、月に一度を目安にバッテリーを入れ 
カメラを操作することをおすすめします。 

•バッテリーや AC アダプタを取り外す 
ときは必ず電源オフの状態で行って 
ください 

電源オンの状態で、バッテリーの取り出し 、 AC 
アダプタの取り外しを行うと、故障の原因となり 
ます。特に撮影動作中、または記録データの削除 
中の前記操作には、十分注意してください。 

•液晶モニタについて 

液晶モニタの特性上、一部の画素に常時点灯ある 
いは常時点灯しない画素が存在することがありま 
すが故障ではありません。予めご了承ください。 
また記録される画像には影響はありません。 

• 屋外では日差しの加減で液晶モニタが見えにく 
い場合があります。 

•液晶モニタ画面を強くこすったり、強く押した 
りしないでください。表示パネルの故障やトラ 
ブルの原因になります。もしホコリやゴミ等が 
付着した場合は、ブロアーブラシで吹き払って 
ください。汚れがひどいときは、柔らかい布や 
セーム革等で軽く拭き取ってください。万一、 
液晶モニタが破損した場合、ガラスの破損など 
でケガをするおそれがありますので十分ご注意 
ください。また、中の液晶が皮膚や目に付着し 
たり、口に入ったりしないよう、十分ご注意く 
ださい。 

•スミアについて 

明るい被写体を写すと、液晶モニタ画像に縦に尾 
を引いたような（上下が帯状に白く明るくなる） 
現象が発生することがあります。この現象をスミ 
ア現象といい、故障ではありません。また撮影さ 
れた画像（動画を除く）には影響はありません。 
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バッテリーの取り扱いについて 


•バッテリ_使用上のご注意 

ノ（ッテリーの使用方法を誤ると液漏れにより製品 
を腐食したり、バッテリーが破裂したりするおそ 
れがあります。次の使用上の注意をお守りくださ 
い0 

• ノ（ッテリーを電源として長時間使用した後は、 
バッテリーが発熱していることがありますので 
注意してください。 

• 使用期限の過ぎたパッテリーは使用しないでく 
ださい。 

•カメラの液晶モニタに「電池残量がありませ 
ん」と表示されたリチャージャブルバッテリー 
をカメラに入れたまま、何度も電源をオン、才 
フを繰り返すと、バッテリーの寿命に影響をお 
よぼすおそれがあります。「電池残量がありま 
せん」と表示されたリチャージャブルバッテ 
リーは、充電してご使用ください。 

•撮影後には液晶モニタをオフにして 
バッテリーの消耗を防ぐ 

撮影する場合に、液晶モニタをオフにしてフアイ 
ンダーのみで撮影することで、バッテリーの消耗 
を防ぎ、撮影コマ数を増すことができます。 

•撮影の前にリチャージャブルバッテ 
リーをあらかじめ充電する 

撮影の際は、リチャージャブルバッテリーの充電 
を行ってください。付属のリチャージャブルバッ 
テリーは、ご購入時にはフル充電されておりませ 
んので、ご注意ください。 


•低温時には容量の十分なバッテリーを 
使い、予備のバッテリーを用意する 

低温時に消耗したバッテリーを使用すると、カメ 
ラが作動しない場合があります。低温時に撮影す 
る場合は十分に充電されたリチャージャブルパッ 
テリー、または新しいリチウム電池を使用し、保 
温した予備のバッテリーを用意して暖めながら交 
互に使用してください。低温のために一時的に性 
能が低下して使えなかったバッテリーでも、常温 
に戻ると使える場合があります。 

•バッテリーの接点について 

バッテリーの接点が汚れていると、接触不良で力 
メラが作動しなくなる場合がありますので、バッ 
テリーを入れる前に接点を乾いた布などで拭いて 
ください。 

•本製品を安心してご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー（コンパータレ 
ンズ、バッテリー、バッテリーチャージヤー 、 AC 
アダプタなど）に適合するように作られておりま 
すので、当社製品との組み合せでご使用くださ 
い0 

• 他社製品との組み合せ使用により、事故•故障 
などが起こる可能性があります。その場合、当 
社の保証の対象外となりますのでご注意くださ 
し、 


•予備バッテリーを用意する 

撮影の際は、予備バッテリーをご用意ください。 
特に、海外の地域によってはリチャージャブル 
バッテリー、リチウム電池の入手が困難な場合が 
ありますので、ご注意ください。 


•低温時のバッテリーについて 

バッテリーには一般的な特性として、低温時には 
性能が低下します。低温時に使用する場合は、 
ッテリーおよびカメラを冷やさないようにして 
ください。 
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ご使用になる前に 


はじめに 


この章は次の3部で構成されています。 





はじめに 

この使用説明書の構成と、使用している記号について記載して 
います。 


各部の名称と機能 

カメラ各部の名称と機能について記載しています。 


メニューガイド 

液晶モニタに表示されるメニューでカメラの設定内容を変更 
することができます。ここでは、撮影前や撮影および再生時 
のメニュー画面の説明について記載しています。 




はじめに 



このたびはニコンデジタルカメラ C 00 LPIX 775 をお買い上げいただき、あり 
がとうございます。この使用説明書はデジタルカメラ C 00 LPIX 775 で撮影を 
お楽しみいただくために必要な情報を記載しています。ご使用の細こ、この使用 
説明書をよくお読みの上、十分に理解してから正しくお使いください。 

この使用説明書は、操作をしながら自然に C 00 LPIX 775 の使い方をご理解 
いただくことを目的として、基本操作から応用操作へと順を追って下記のよう 
に構成されています。 


「ご使用になる前に」 では、この使用説明書で使用している記号、カメラ各部 
の名称と機能、メニューガイドなどを説明しています。 


「基本操作」 では、 C 00 LPIX 775 の基本的な撮影方法を紹介しています。デ 
ジタルカメラを初めてお使いになる方でも、ここを順にお読みいただければ、 
手軽に撮影をお楽しみいただけます。 

「撮影画像の楽しみ方」 では、電子メールで画像を送ったり、画像をプリント 
したり、パソコンに画像を取り込んだりするなど、撮影した画像の簡単な楽し 
み方を紹介しています。 

「機能の詳細」 では、撮りたいシーンに合わせてモードを選ぶ7つのシーンモー 
ド撮影のほかに、スピードライト撮影、接写、動画撮影など、 C 00 LPIX 775 
による様々な撮影方法や再生方法を紹介しています。また、撮影の際に連写、 
露出補正などの撮影条件を設定する「撮影メニュー」やカメラの状態を設定す 
る 「 SET - UP メニュー」、再生時に設定する「再生メニュー」、カメラとバソコ 
ンを接続して画像を転送する接続方法などについて紹介しています。 
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本文中の マークに ついて 


この使用説明書は、次の記号を使用しています。必要な情報を探すときにご活用 
ください。 



は 

じ 

め 

に 


■ カスタマーサポート 


下記アドレスのホー厶ページで、サボート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/ipn/eLcs/index.htm 
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各部の名称と機能 


カメラ本体の名称や機能について紹介します。詳しい説明は各部の名称の右側 
に記載しているページをご参照ください。 

カメラ本体 




赤目軽減ランプ/ . 

... P .83 



セルフタイマー表示ランプ…. 

... P .89 

6 

2 

スピードライト . 

.... P .82 

7 

3 

ストラップ取り付け部 . 

.... P .32 

8 

4 

DC 入力端子カバー . 

.... P .35 

9 


ファインダー . P .50 

レンズ（レンズカバー） . P .152 

三脚ネジ穴 . P .82 

パッテリーカバー開閉ノブ… P .33 
バッテリーカパー . P .33 


E 3 各部の名称と機能 
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10 

11 

12 

13 


赤色 LED . P .6 

緑色 LED . P .6 

デジタル端子 . P .139 

ビデオ出力端子 . P .135 

コンパクトフラッシュカード 
カバー . P .36 


B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 


ファインダー . P .6 

液晶モニタ . P .7 

電源スイッチ . P .8 

シャッターボタン . P .8 

モードダイヤル . P .9 

マルチセレクター/ズームボタン 
. P .10 

TRANSFER (転送）ボタン… . P .12 
QUICKS (クイックレビュ ー） / 

9 (拡大•縮小）ポタン . P .12 

(フ オーカスモー ド）/ 

1(削除）ボタン . P .12 

な<§> (スピードライトモード）/ 

H (サムネイル）ポタン■…■… P .13 
MENU (メニュー）ポタン…•… P .13 
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表示と操作ボタン 
A ファインダー 


na 


C00LPIX775 はファインダーを使用する撮影と、液晶モニタを使用する撮影が 
できます。撮影の状況に応じて使い分けてください。被写体の距離が近い場合は、 
ファインダーで見える範囲と実際に撮影される範囲にズレが生じます。特に、カメ 
ラと被写体の距離が1 m 以内で撮影する場合は、液晶モニタで構図を確認して撮 
影してください。 

また、ファインダーの横（右図）には2つのランプ（上 
が「赤色 LED」、 下が「緑色 LED」） があります。 

赤色 LED と緑色 LED のランプの状態は、次の通り 
です。 



ランプの犬 

態 

意味 

-^ 

r 

点灯 

1 L. 

スピードライトの充電が完了です。いつでもスピードライ 
卜撮影ができます。 


点滅 

スピードライトが充電中です。シャッターボタンから指を 
離して、もう一度押し直してください。 


消灯 

被写体が明るいため、スピードライトは発光しません。 

S 

点灯 

被写体にピントが合っています。 

鉍 | 


高速点滅 

被写体にピントを合わせることができません。フォーカス 
□ック撮影を行ってください （閿 P 53 )。 

緑色 

LED 

中速点滅 

Ik - 

撮影した画像をコンパクトフラッシュカードに記録してい 
ます。コンパクトフラッシュカードを抜いたり、カメラの 
電源を切ったりしないでください （聞 P .54)。 


低速点滅 

電子ズーム （ ffiP .80) が作動しています。液晶モニタで1 

構図を確認してください。 


0各部の名称と機能 
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B 液晶モニタ 




液晶モニタには、画像やカメラの設定内容の情報が表示されます。 

レビュー再生モードや再生モードにセツトした場合は、撮影した画像を液晶モニ 
夕で確認できます。 

撮影モード時に液晶モニタに表示されるカメラの設定状態は次の通りです。 



電子ズーム倍率表示 ........ 

. P .80 

9 

フォーカスモード表示 . 

•• P .82 

2 

ズーム表示 . 

. P .80 

10 

スピードライトモード表示 ..... 

.. P .88 

3 

シーンモ _ ド表示 . 

. P .78 

11 

バッテリーチェック表示 ........ 

.. P .40 

4 

セルフタイマー/ 


12 

輪郭強調表示 . 

P .104 


カウントダウン表示 ....... 

. P .86 

13 

ホワイトバランス表示 . 

.. P .96 

5 

巳 SS 表示 . 

•…■… P .100 

14 

画像サイズ表示 . 

__ P .94 

6 

連写モード表示 . 

. P .98 

15 

画質モード表示 . 

•• P .93 

フ 

8 

露出補正マーク/ 

露出補正表示 . 

時計マーク* . 

…•… P .102 

. P .42 

16 

カウンタ（撮影可能コマ数）/ 
動画時間表示 . 

_■ P .47 


時計マークは日時が設定されていない場合に点滅表示します。 


® 参照ページ 


P.50 構図を決めます 
P.57 レビュー再生モード 
P.58 簡易再生モード 
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C ■源スイツチ 



電源スイッチを 「ON」 にセットすると、カメラの電源が入ります。 

電源がオンになると、ファインダーの横の緑色 LED が数秒間点灯してレンズカバー 
が開き、レンズが繰り出します。 

電源スイッチを 「OFF」 にセツトすると、レンズが収納されてレンズカバーが閉じ、 
カメラの電源がオフになります。 


D シャッターポタン 



固定します がきれます 

シャッターボタンを軽く押して、途中で止める動作を「シャッターボタンを半押し 
する」といいます。シャッターボタンを半押しすると、ピントと露出が決まり 、緑 
色 LED P.53) が点灯します。半押し中は、ピントと露出が固定されます。 
半押しした状態から、さらに深く押し込むと、シャッターがきれます。 


0各部の名称と機能 
















E モードダイヤル 



モードダイヤルには、9種類の撮影モードと再生モードがあります。 

モードを切り換える場合は、モードダイヤルを回して選択したいモードのアイコン 
(絵表示）を左側の ー マークに合わせます。シーンモードを選択している場合は、 
液晶モニタ画面の左上に、選択されたシーンモードのアイコンが表示されます。 
動画モードを選択している場合は、液晶モニタ画面の左下に®のアイコンが表示 
されます。 


アイコン 

モード 

内容 


r 

器 

AUTO 

モード 

いちばん手軽に撮影できる、カメラま 
かせのモードです。 

P.46 
〜55 

魏 SB i 

smm 

■.ふ.. 

シーン 

モード 

7種類のモードの中から撮影シーンや被 
写体に合わせて選択すれば、イメージに 
合った撮影が簡単にできます。 

P.78 
〜79 

L 

動画モード 

最大15秒の音声なし動画を撮影でき 
ます。 

a 

P.79 

B 

再生モード 

撮影した画像の再生や画像の削除など 
がでぎます。 

P .1 16 
〜135 
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F マルチセレクター 


B3 

各 

S 

の 

名 

称 

t. 

機 



マルチセレクターは、▲ボタン、▼ボタン、 ▽ボタン 、I ボタンの4つのボタン 
で構成されます。それぞれのボタンには、次のような機能があります。 




モード 

内容 


撮影画面 

1回押すと、液晶モニタの撮影画面だけ 
を表示します。もう1回押すと液晶モニ 
夕の撮影画面が消灯します。さらにも 
う1回押すと再び液晶モニタに撮影画 
面とカメラの設定内容が表示されます。 

P.51 

再生/ 

レビュー再生/ 
簡易再生画面 

液晶モニタに表示されている画像の1つ 
前に撮影した画像が表示されます。 

P.57 
〜58 

P.1 18 

メニュー画面 

1つ上のメニュー項目を選択して、赤く 
表7]\します。 

P.16 

撮影/ 

レビュー再生 
画面 

広角側にズーミングします。液晶モニタ 
には広い範囲が映し出されます。 

P.80 

再生/ 

簡易再生画面 

液晶モニタに画像情報を表示、または 
非表示にするかどうか選択します。 

P.120 

メニュー画面 

1つ前のメニューに戻ります。 

P.16 
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モード 

内容 


撮影/ 

レビュー再生 
画面 

望遠側にズーミングします。液晶モニ 
夕には遠くの被写体が大きく映し出さ 
れます。 

P .80 

再生画面 

表示されている画像が動画の場合は、 
動画の再生を開始します。動画の再生 
中に1回押すと一時停止となり、2回 
押すと再び再生が始まります。 

P .121 

メニュー画面 

表示されているメニュー項目に次の_ 
があれば次へ進みます。次のメニュー画 
面がなければ、赤く表示されたメニュー 
項目を選択して元のメニュー画面に戻り 
ます。 

P .16 

再生/ 

レビュー再生/ 
簡易再生画面 

液晶モニタに表示されている画像の次 
に撮影した画像が表示されます。 

P .57 
〜58 

P .1 18 

メニュー画面 

1つ下のメニュー項目を選択して、赤 
く表爪します0 

P .16 


0 各部の名称と機能 
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G TRANSFER (転送）ポタン 



TRANSFER ポタンは、 C00LPIX775 で撮影した画像を 
パソコンに転送するとき（圜 P.139) や、画像の再生時 
に、あらかじめその画像をパソコンに転送するように設定 
する、または転送しないように設定するとき （®P.68) 
に使用します。 

TRANSFER ポタンを使用して撮影した画像をノ ':ソコン 
に転送する場合は、転送するパソコンに Nikon View 4 


をインスIルする必要があります。 


H QUICKS (クイックレビュー）(拡大）ボタン 

撮影時に QUICKH ボタンを押すと、最後に撮影した画像 
が、液晶モニタの左上に縮小表示されます。 

モードダイヤルを iS： やシーンモードにセットしたまま、撮影 
した画像をすぐに液晶モニタで確認できます P.56)。 
モードダイヤルを H (再生モード）にセットしたときに 
QUICKH ボタンを押すと、液晶モニタに表示された画像が 
拡大されます （®P.122)。 


I iiAO (フォーカスモード）ポタン/ i (削除）ポタン 


撮影時にポタンを押すと、3種類のフォーカス 
モードとセルフタイマーが選択できます P.82)。 

「再生モード」（圊 P .1 1 8) 時にボタンを押すと、 
画像を1つずつ削除できます （1 ボタン：® P.1 26)。 




72 




















J ^<§> (スピードライトモード ） /H (サムネイル）ポタン 



撮影時に V <§> ボタンを押すと、5種類のスピードライ 
卜（フラッシュ）モードが選択できます （® P _88)。 
モードダイヤルを H (再生モード）にセットしたときに 
^<§>ボタンを押すと、撮影した画像を9枚または4枚ご 
とに、縮小して一覧表示できます。これを「サムネイル 
表示（縮小表示)」といいます （ E 3 ボタン：® P _1 23)。 


K MENU ポタン 



MENU ボタンを押すと、撮影条件やカメラの設定内容な 
どを変更するためのメニュー項目が表示されます。 

液晶モニタの画面（メニュー画面）を見ながら、マルチセ 
レクターの4つのボタンを操作して、 I 受定を変更します 
(圊 P .15)。 


メニュー画面を表示しているときに MENU ボタンを押す 
と、次のメニュー画面に切り換わるか、メニュー画面が終 
了します （SB P .15) 0 
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ーガイド 


液晶モニタに表示されるメニューでカメラの設定内容を変更できます。 

JS(AUTO)、 シーン、再生モード時に、メニューを表示してカメラの設定を 
変更できます（動画0モード時を除く）。 


msa 

モード 

内容 


AUTO 撮影 
モード 
メニユー 

器 

器 (AUTO) モード時にセットできます。 
画質モード、画像サイズ、ホワイトバラ 
ンス、連写などの撮影条件を設定すると 
きに使用します。 

P.18 

〜19 
P.90 

〜105 

シーン撮影 
モード 
メニユー 

mam 

シーンモード時では、画質モードと画像 
サイズのみ変更することができます。 

P.20 

〜21 
P.92 

〜95 

SET-UP 

メニユー 

is 萬 

H 薦基 

AUTO およびシーンモード時にセットで 
きます。コンパクトフラッシュカードの 
フォーマットや日時設定など、撮影前の 
基本的な設定や、液晶モニタの設定など 
カメラの各種状態を設定します。 

P.17 

P.22 
〜25 

P .106 
〜115 

再生 

メニユー 

H 

再生モード時にセットできます。撮影し 
た画像を削除したり、プリントする画像 
やパソコンに転送する画像の選択、スラ 
イドシヨーなどの設定を行います。 

P.26 
〜27 

P .124 
〜134 


■ E メニユ—ガイド 
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メニューを見る 


電源スイッチを 「 ON 」 にセットして MENU ボタ 
ンを押すと、モードダイヤルでセツトしたモードで 
設定できるメニューが表示されます。 

選択されているメニュー項目は赤く表示されます。 
マルチセレクターの▲または▼ボタンを押して、赤 
い表示を上下に動かし、設定するメニュー項目を選 
択します。 


メニュー画面の左下に 「MENU PAGE 2」と表爪 
がある場合は、次ぺージ （2 ぺージ目）のメニュー 
項目があることを意味しています。 

マノレチセレクターの▲または▼ボタンを押し続ける 
と画面が切り換わってメニューの2ページ目が表 
示されます。このとき、メニュー画面の左下には 
「MENU OFF 」 と表示されます。 



メニュ_画面の左下に 「MENU OFF 」 と表爪があ 
る場合は、 MENU ボタンを押すと、メニュー画面 
が終了し、 iSS モードやシーンモード、再生モードに 
戻ります。 
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ガ 

イ 

ド、 


メニューを選択する 

モードダイヤルで 「 JS ( AUTO ) モード」または7種類の「シーンモード」のい 
ずれかを選択しているときに MENU ボタンを押すと、 AUTO 撮影モードメ 
ニュー画面または シーン撮影モード メニュー画面が表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼で、赤い表示 X を押します。選択したメニュー項目の詳細 
を動かして、セットしたいメニュー項目を選の画面に切り換わります。 

択します。 


❺ 



▲または▼でセットしたいメニューを選択し 
て、決定します。 




MENU ボタンを押します。撮影画面に戻り 
ます。 




• セットしたいメニューを選択した時点で、その機能がセットされ、カメラの設 
定は変更されます。 

• 1つ前のステップに戻るには、マルチセレクターの▽ボタンを押します。 

• AUTO 撮影モード、シ _ ン撮影モ _ ドのメニュ _ 画面表示時に、シャッター 
ボタンを半押しすると撮影画面に切り換わり、いつでも撮影できます。ただし 
撮影後はメニュー画面に戻ります。 
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SET-UP メニュー画面に入る 

SET - UP メニュー 画面に入るには、モードダイヤルで 「 JS ( AUTO ) モード」ま 
たは7種類の「シーンモード」のいずれかを選択しているときに、次の手順でボ 





▼を押して、 rs 」 のタブを選択します。 rs 」 
のタブが赤く表示されます。 


T を押します。 SET-UP メニュー画面が青く表 
示されて、項目を選択できるようになります。 



• AUTO 撮影モードやシーン撮影モードのメニュー画面に戻るには、 W を押し 
て 「 S 」 のタブを赤く表示させます。▲を押すと、タブ 「 S 」 が青ぐタブ「1」 
が赤く表示されます。さらに了を押すと、 AUTO 撮影モードやシーン撮影 
モードのメニュー画面に戻ります。 

• メニュ _ 画面を終了するには、画面の左下に 「MENU OFF 」 と表示されてい 
る場合は MENU ボタンを1回押し 、 「MENU PAGE 2」 と表示されている場 
合は MENU ボタンを2回押すと、メニューが終了します。 
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メニューの一覧 
AUTO 撮影モード 

モードダイヤルを 凶° にセツトして MENU ボタンを押すと、 AUT ◦撮影モード 
のメニュー画面が表示されます。 

AUTO 撮影モード画面には7つのメニュー項目があります。 
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画質モード 

画像をコンパクトフラッシュカードに記録するときの圧縮 
の比率を、 FINE 、 NORMAL 巳 ASIC の中から選択します。 

聞 P.92 

画像サイズ 

画像をコンパクトフラッシュカードに記録するときのサイズ 
を FULL XGA 、 VGA の中から選択します。 


聞 P.94 

ホワイトバランス 

撮影状況に合わせて、ホワイトバランスを調整します。 



P.96 


撮影方法を単写、連写、マルチ連写の中から選択します。 


P.98 

巳 SS 

巳 SS (ベストショットセレクション：手ブレの影響が最も 
少ない画像を選択して記録する機能）を設定します。 

® P.100 

露出補正 

明るい被写体、暗い被写体、コントラストの強い被写体な 
どに対して露出を補正します。 

聞 P.102 

輪郭強調 

撮影した画像の輪郭を強調する度合いを設定します。 


® P.104 












シーン撮影モード 

0 モードダイヤルを誇<、 f 、 S 、 H 、Ms M のいずれかのモードにセツト 
^ して MENU ボタンを押すと、 シーン撮影モードの メニュー画面が表示されます。 
ュ シーン撮影モード画面には、画質モードと画像 サイズの 2 つの メニュー項目があ 
Jj ります。 
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m - 

I 

l—^ 

w ~ l 

iffiams 

厂 

0 Kc^B 


画質モード 

画像をコンパクトフラッシュカードに記録するときの圧縮 
の比率を、 FINE、NORMAL BASIC の中から選択します。 


閡 


P.92 


画像サイズ 

画像をコンパクトフラッシュカードに記録するときのサイズ 
を FULL 、 XGA 、 VGA の中から選択します。 


閿 


P.94 
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SET-UP メニュ ー 

胃 SETUP メニューには全2ページ、8つのメニュー項目があります。 
メ 


I 

ガ 

イ 

ド、 


V SET-UP 1 

画面の明るさ ► 


転送設定 
連番モード 
カードフ オー マツト 

日時設定 
パワーオフ設定 


PNU 1 PAGE 2 令選択 

►設定1 


SET-UP 


(1 ページめ) 
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Hji= IK フ = ■マット 


「▲-1カード内のデータは 
I _ I 全て削除されます 
よろしいですか？ 


W 圄畴 S 定 ^ 

ifBB 



画面の明るさ 

液晶モニタの明るさを調整します。 

® P.109 

転送設定 

画像を撮影したときに、パソコンに転送する設定にする 
か、転送しない設定にするかを指定します。 

^ P.1 10 

連番モード 

画像のファイル名に連続する通し番号を自動的に付けます。 

® p.ni 

力ードフオーマット 

コンパクトフラッシュカードをフオーマットします。 

^ P.1 12 

日時設定 

カメラに内蔵された時計の日時を設定します。 


® P.1 13 

パワーオフ設定 

バッテリー節約のため、液晶モニタが自動的に消灯するま 
での時間を設定します。 


® P.113 
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SET-UP (2 ページめ) 



® メニユ I ガイド 







ビデオモード 

ビデオの出力方式を NTSC または PAL に設定します。 

® P.114 

言語 ( LANG ) 

メニューやメッセージを表示する言語を、英語か日本語の 
いずれかに設定します。 

P.115 
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再生メニュ ー 

0 モードダイヤルを H にセツトして MENU ボタンを押すと、再生 メニュー 画面 
^ が表示されます。再生メニューには、5つのメニュー項目があります。 


I 

ガ 

イ 

ド、 



再生メニュー 

1 ® 

削除 ► 


スライドシヨー 

O-n 

プロテクト設定 


プリント指定 
転送マーキング設定 


( menu；off ❖選択 ►設定 
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削除 

全画像、または選択した画像の削除、およびプリント指定 
を解除する場合に使用します。 

® P.126 

スライドシヨー 

コンパクトフラッシュカードに記録されている画像を順番に 
自動再生します。また、再生する間隔を設定することができ 
ます。 

^ P.128 

プ□テクト設定 

不用意に画像を削除しないように画像にプ□テクト（保 
護）をかけます。 

^ P.130 

プリント指定 

DPOF 対応プリンタでプリントする画像を選択し、プリント 
枚数やプリント時に書き込む撮影情報 • 日付を設定します。 

^ P.132 

転送マーキング設定 

撮影した全画像をパソコンに転送する設定にするか、また 
は全画像を転送しない設定にするかを選択します。 


® P.134 
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基本操作 


この章は次の3部で構成されています。 


撮影前の準備 

撮影前の準備をステップごとに説明します。 


r i 

儀影前の準備 



30〜43 

1 


簡単な撮影 



44〜55 

111 

r レビュー再生モード/ 
簡易再生モード機能 


L 以 

56〜62 




簡单な撮影 

基本的な撮影方法をステップごとに説明します。 


レビュー再生モード/簡易再生モード機能 

撮影中に画像を再生したり削除する方法を説明します。 


29 


撮影前の準備 


撮影前の準備を行います。各ステップの詳細については、それぞれの参照ページ 
をご覧ください。 


I 


基本操作一撮影前の準備 


ストラップを取り付けます 

P .32 

バッテリーを入れます 

P .33 〜35 

コンパクトフラッシュカードを入れます 

(コンパクトフラッシュカードをフォーマットします） 

SH— .. . ... ... .. . 

P .36 〜39 

バッテリーの容量を確認します 

P .40 〜41 

.. — ' 

日付と時刻を設定します 

P .42 〜43 


基本操作—撮影前の準備 
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ステップ 1 :ストラップを取り付けます 

カメラにストラップを取り付けます。 
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ステップ 2 :バッテリーを入れます 

このカメラに付属している専用 Li - ion リチャージャブルバッテリー(リチウムイオ 
ン充電池） EN - ELK または市販の 6 V リチウム電池 (2 CR 5) を1本使用します。 



□ 

基 

本 

操 


刖 

の 

準 

備 


22バッテリーカバーを開けます。 

• バッテリーカバー開閉ノブを6側にスラ 
イドさせて（①)、バッテリーカバーを開け 
ます（②)。 



① 


23バッテリーを入れます。 

• リチャージャブルバッテリー EN - EL 1 を右 
の図のようにカメラの中に入れます。 

• バッテリーの向きに注意して挿入してくださ 
し、 


• 6 V リチウム電池 （2 CR 5) をご使用になる 





付属のバッテリー EN - EL 1 は、フル充電されていません。バッテリーの容量が少な 
い場合は、付属のチャージャーを使用して、バッテリーを充電してください。充電 
方法は付属のチャージャーの使用説明書をご覧ください。また、バッテリー容量の 
確認方法は、「撮影前の準備ーステップ4」 （® P _40) をご参照ください。 
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パ'ッテリーカノ（一を閉じます。 

•バッテリーカバーを閉じて（①）、バッテ 
リーカバー開閉ノブを@側にスライドさせ 
ます (( D ) 〇 

• カメラの操作中などにバッテリーが外れて 
しまわないように、カバーがしっかりと閉 
じていることをご確認ください。 

• バッテリーカバーに無理な力を加えないでくださし、破損のおそれがあ 
ります。 



[5 バッテリーについてのご注意 

• 専用リチャージャブルバッテリー EN - EL 1 の取り扱いについては、バッテリーの使 
用説明書をご参照ください。また、バッテリーを入れる際は「安全上のご注意」の 
「警告」、「危険」 ( SHP . vii 〜 viii ) や「バッテリーの取り扱いについて」(閿 P . x ) 
の注意事項を必ずお守りください。 

• バッテリーの特性上、残量がなくなったバッテリーを再度カメラに入れた場合、 
バッテリーの容量が充分な状態を示す(パッテリー表示が何も表示されない状態) 
ことがありますのでご注意ください。 

• カメラの液晶モニタに「電池残量がありません」と表示された専用リチャージャブ 
ルバッテリー EN - EL 1 をカメラに入れたまま、何度も電源をオンにすると、バッテ 
リーの寿命に影響をおよぼすおそれがあります。「電池残量がありません」と表示さ 
れた専用リチャージャブルバッテリー EN - EL 1 は充電してご使用ください。 

• カメラの使用直後にはバッテリーが熱くなっていることがありますので、バッテ 
U —を取り出す場合は、カメラの電源を OFF にしてバッテリーの温度が下がる 
のを待ってから取り出してください。 

• 6 V リチウム電池 (2 CR 5) で長時間カメラを使用した場合、グリップが熱くな 
ることがありますが異常ではありません。 

•カメラを三脚に取り付けた状態でバッテリーの交換はできません。 


@撮影された画像について 

バッテリーを取り外しても、撮影した画像に影響はありません。 



基本操作—撮影前の準備 
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0 使用できるその他の電池および電源について 


C 00 LPIX 775 は市販の 2 CR 5 リチウム電池を使用することもできます （2 CR 5 
リチウム電池は充電できません)。また、再生するときなど長時間ご使用になる場 
合は別売の AC アダプタ/バッテリーチヤージヤ ー EH -21( 圊 P .146) のご使用 
をおすすめします。 

AC アダプタ EH -21 の電源プラグをコンセントに接続 
し、 EH -21 の DC プラグを C 00 LPIX 775 の DC 入力 
端子に接続することで、家庭用電源 （ AC 100 V ) から 
C 00 LPIX 775 へ電源を供給することができます。こ 
の方法で C 00 LPIX 775 を使用するときは、次のこと 
にご注意ください。 

• AC アダプタ端子を抜き差しするときは、カメラの電源が OFF になっていること 
を必ず確認してください。 

• C 00 LPIX 775 の DC 入力端子には、 AC アダプタ EH -2 1以外のものを接続し 
ないでください。 

• AC アダプタを長時間接続すると AC アダプタ、カメラ本体が熱を持つことがあ 
りますが、故障ではありません。 

• EN - EL 1 を C 00 LPIX 775 に入れたまま充電することはできません。 



基本操作—撮影前の準備 
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ステップ 3 :コンパクトフラッシュカードを入れます 

□ 

m C 00 LPIX 775 は、コンパクトフラッシュカードに画像を記録します。ここで 
J は、コンパクトフラッシュカードをカメラに装着する方法について説明します。 

if 

▲ 31 カメラの 電源 スイッチを〇 FF にセットし 

I ます。 

前 
の 
準 
備 



Q .2 コンパクトフラッシュカードを入れます。 

• コンパクトフラッシュカードカバーをスラ 
イドさせて開けます（①、②)。 

• コンパクトフラッシュカードのラベル（表 
側）を右下の図のように手前に向けて差し 
込みます（③)。 

• コンパクトフラッシュカードを押し込むと、 
カチッと音がしてイジェクトレバーが少し 
手前に出てきます。（イジェクトレバーの先 
端とコンパクトフラッシュカードの先端が 
揃うと、コンパクトフラッシュカードが正 
しく装着されたことになります)。 

• コンパクトフラッシュカードカバーを閉じ 
ます（④)。 
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0 コンパクトフラッシュカードを取り出すときは 


コンパクトフラッシュカードを取り出すときは、必ず 
カメラの電源スイッチが OFF になっていることを確 
認してください。カメラの電源スイッチを OFF に 
セットして、コンパクトフラッシュカードカバーを開 
け（①)、イジェクトレバーを押し込む （②） と、力一 
ドが少し飛び出します。 

• カメラの使用直後にはコンパクトフラッシュカード 
が熱くなっていることがありますので、取り出す場 
合はご注意ください。 


® 参照ページ 


P .146 使用できるコンパクトフラッシュカード 



〇 
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□ 


^コンパクト フラッシュカードのフオーマツ トについて 


基 

本 

操 

? 

撮 




倫 


初めてコンパクトフラッシュカードを C 00 LPIX 775 に使用する場合は、あらかじ 
めコンパクトフラッシュカードを使用できる状態にする必要があります（この作業 
を「フォーマットする」といいます)。付属のコンパクトフラッシュカードはフォー 
マツト済みです P .1 12)。 



モードダイヤルをに合わせて、カメラの MENU ボタンを押します。 AUTO 撮影モー 

電源スイッチを ON にセットします。 ド画面が表示されます。 


❻ 



マルチセレクターの）！ y を押します。画面左 
の「1」タブが赤く表示されます。 


〇 



▼を押します。タブ rs 」 が選択されて、赤く 
表示されます。 






T を押します。 SET - UP メニュー画面が青く ▲または▼で「カードフォーマツト」を選択 

表示されます。 します。 
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□ 

カードフォーマツト中 


I を押すと、カードフォーマツトが開始され、 
「力ードフォーマツト中」という画面が表示 
されます。 

• フォーマツトが終了したら、 MENU ポタン 
を2回押して終了します。 


❽ □ 

基 
本 
操 
作 


▲または▼で「フォーマツトする」を選択し梨 
ます。 % 

• 力ードフォーマツトを行わない場合は、マ p 
ルチセレクターの▲または▼で「いいえ」 

を選択して、 yy または I を押すと、 set - 
UP メニュー画面に戻ります。 




n 力ー ドフォーマツト中のご注意 


「カードフオーマット中」のメッセージが液晶モニタに表示されている間は、電源 
を切ったり、コンパクトフラッシュカードを取り出したりしないでください。 

■ フオーマッ トする前に確認しましよう 

力ー ドを フオーマツ トすると、 力ー ド内のデータは全て消去されます。 フオーマツ 
卜する前に保存したい画像をコンピュータに転送することをおすすめします。 
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ステップ 4 :バッテリーの容量を確認します 

撮影する前にバッテリーチエツク表示を確認します。 


41 カメラの電源スイッチを〇 N にセットし 
ます。 


42 液晶モニタでバッテリーチェック表示を 
確認します。 



表示 

意味 

カメラの状態 

表71^なし 

バッテリーの容量は充分です。 

通常 

■ cr = i (点灯） 

バッテリーの容量が少なくなりま 
した。充電することをおすすめし 
ます。％ 1 

*1 

通常（連写可能枚数等に 
制限があります） 

電池残量があり 
ません。 

バッテリーの容量がなくなりまし 
た。充電済みのバッテリーと交換 
してください。※ • 2 

撮影不可 


※寸： 6 V リチウム電池をご使用の場合は、予備の電池をご用意ください。 

※2 : 6 V リチウム電池をご使用の場合は、新しい電池と交換してください。 


〇基本操作—撮影前の準備 
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■ バツテリーについて 


• 撮影の際は予備のバッテリーをご用意することをおすすめします。 
•バッテリーの残量がなくなると、「電池残量がありません」という警告メッセー 
ジが表示されます。「電池残量がありません」と表示された専用リチャージャブル 
バッテリー EN - EL 1 は、充電してからご使用ください。 

• 「電池残量がありません」と表示された専用 1 」チャージャブルバッテリー EN - EL 1 を 
カメラに入れたまま、何度も電源をオンにすると、バッテリーの寿命に影響をおよ 
ぼすおそれがあります。 

• バッテリーの容量がなくなっても、コンパクトフラッシュカードにいったん保存 
された画像 • 撮影データは保持されます。 



• バッテリーの残量が全くなくなったときは、カメラの全機能が停止します。 


^時計用の電池について 

C 00 LPIX 775 の時計（日付•時刻）用の電池は、カメラに付属の専用リチャー 
ジャブルバッテリー EN - EL 1 とは別に、カメラに内蔵されています。カメラにバッ 
テリーを入れるか、別売の専用 AC アダプタを使用して家庭用電源に接続すると、 
時計用の電池は数時間で充電されます。充電が完了すると、カメラのバッテリーを 
取り出しても、記憶された日時は数時間保持されます。長時間カメラにバッテリー 
が入ってない場合は、記憶された日時データは失われますので、再度日時を設定し 
てください。 

• 充電が不十分な場合は、一度セットした日時データは失われることがあります。 
• 日時データが失われた場合は、液晶モニタに時計マークが点滅します。 
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ステップ5:日付と時刻を設定します 

ご購入時のカメラは時計の日付と時刻が設定されていません。 

初めてご使用になるときは、以下の手順にそって日時をセツトしてください。撮 
影した画像と動画には、設定された日付と時刻が撮影日時として記録されます。 



モードダイヤルを Jg ； に合わせて、カメラの MENU ポタンを押します。 AUTO 撮影モー 
電源スイッチを ON にします。 ド画面が表示されます。 






マルチセレクターの）！ y を押します。画面左 
のタブ n 」が選択されて、赤く表示されます。 



▼を押します。タブ rs 」 が選択されて、赤く 
表示されます。 
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T ボタンを押します。「日時設定」の画面に切 
り換わります。 



T を押して、「月」の設定に移ります。5.8、5.9 
の手順を繰り返して、月、日、時、分を順番に 
選択し、現在の日付•時刻に合わせます。 




「年」が赤く表示され点滅します。▲または▼で^ 
年をセツトします。 ^ 

•数値は▲を押すごとに大きくなり、▼を押_ 
すごとに小さくなります。 



T を押します。「年月日」の位置が赤く表示さ 
れて、文字が点滅します。 



T を押します。表示順が決定して、日付と時 
刻が設定され、画面は SET - UP メニューに戻 
ります。撮影画面に戻るには、 MENU ポタン 
を2回押します。 


^時計マークについて 


日付と時刻が設定されていない場合は、撮影時に液晶モニタの右上に時計マークが 
点滅します。撮影に影響はありませんが、撮影した画像の撮影日時情報には 

roooo . oo.oo 0 〇:〇〇」と記録されます。 
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簡単な撮影 





基 

本 

操 

? 
簡 
単 
な 
i 最 
影 


ここでは、モードダイヤルを JS ( AUT 〇モード）にセツトして行う基本的な撮影 
方法について説明します。 iSS にセツトすると、各機能の設定が自動的に行われ 
るので、初めてデジタルカメラをご使用になる方でも簡単に撮影できます。 



基本操作一撮影の基本 


ス 

% 

プ 

1 

撮影を始める前に 

P .46 

I 

カメラの機能の初期設定を確認します 

. 

P .48 

I 

構図を決めます 

P .50 

ス 

% 

プ 

4 

ピントを合わせます 

P .52 

I 

撮影します 

P .54 

ス 

% 

プ 

6 

し 

カメラの電源を OFF にします 

P .55 
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ステップ 1 :撮影を始める前に 

g 撮影を始める前に、次の手順を行ってください。 

本 

操 

丄 1.1 モードダイヤルを造 S にセットします。 

間 ■ 

単 • モードダイヤルを回して、 ー マークに JS ； 

h を合わせます。 



12カメラの電源スイッチを 「 ON 」 にセットしま 
す。 

• レンズカバーが自動的に開いて、レンズが繰 
り出します。液晶モニタには、撮影画面とカメ 
ラの設定内容が表示されます。 

• A ■没にセットすると、液晶モニタの左上に数秒 
間 iSS のアイコン（絵表示）が表示されます。 
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1.3 液晶モニタの表示を確認します。 

• 撮影を始める前に、バッテリー容量とコンパ 
クトフラッシュカードのメモリ容量を確認し 
ます。 

• バッテリー容量が少ない場合は、バッテリー 
チェック表示 d が液晶モニタに表示され 
ます。早めにパッテリーを充電、または交換 
してください (6 V リチウム電池の場合は、予 
備の電池をご用意ください)。 


•バッテリー残量がない場合は、「電池残量がありません」という警告が表 
示されます。充電済みのバッテリー(または新品の 6 V リチウム電池）と 
交換してください（聞 P .33)。 

• 液晶モニタには、撮影コマ数（撮影可能コマ数）も表示されます。撮影コマ数が 
ゼ□になったら、新しいコンパクトフラッシュカードに交換するか、コンパクト 
フラッシュカードに記録されている画像を削除してください（圄 P .126)。 

また、画質モードや画像サイズを変更することによって、表示される撮影コ 
マ数より多くの画像を撮影できることがあります（聞 P .92)。 


E 基本操作—簡単な撮影 
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ステップ 2 :カメラの機能の初期設定を確認します 

ご購入後にカメラを初めてご使用になる場合、カメラの各機能は、下の表のよ 
うに設定されています（この状態を「初期設定」といいます)。「簡単な撮影」 
では、カメラの各機能を下の表の初期設定を使用して、撮影する手順について 
説明します。 

カメラの各機能を初期設定から変更する場合は、参照ページをご覧ください。 
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11]基本操作—簡単な撮影 


































S3 

初期設定 

内容 

操作 

ポタン 

み 

巳 SS 

L 

OFF 

連続撮景5した中から最もシャープ 
な画像を記録する機能 （BSS :ベ 
ストショツトセレクション）を使 
用しません。 

MENU 、 
マルチ 
セレクター 

P .100 
〜101 

露出補正 

±0 

意図的に露出値を変えず、カメラ 
が決めた適正露出値にします。 

MENU 、 
マルチ 
セレクター 

P .102 
〜103 

輪郭強調 

AUTO 

最適な輪郭を自動的に調節します。 

MENU 、 
マルチ 
セレクター 

P .104 
〜105 


E 基本操作—簡単な撮影 
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ステップ 3: 構図を決めます 

□ 

s 撮影する画像の構図を決めます。 
本 


1 Q 1カメラを構えます 



3 2構図を決めます 

写したいものにレンズを向け、液晶モニタま 

たはファインダーを見ながら構図を決めます。 

• C 00 LPW 775 は、3倍のズームレンズを装 
備しています。ズームボタン(マルチセレク 
ターの vy ボタンおよび了ボタン）を操作 
することにより、撮影する範囲を変更するこ 
とがでぎます。 

• I ボタンを押すと、液晶モニタおよびファ 
インダーには、遠くの被写体が徐々に大き 
く写ります（「望遠側にズーミングする」と 
いいます)。また、)!/ボタンを押すと、ファ 
インダーおよび液晶モニタに写る範囲が 
徐々に広くなります（「広角側にズーミング 
する」といいます)。 

• 液晶モニタを使用して撮影する場合には、 



上のインジケーターはズーム 
の量を表します。 

W またはを押し続けると 
変化します。 


最も望遠側で約2秒以上]:を押し続ける 

と、さらに 2.5 倍まで自動的に電子ズームが働きます （® P .81)。 
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0 レンズとスピードライトの使用上のご注意 


撮影の際に、指や髪の毛などでレンズやスピードライトをさえぎらないようにご注 
意ください。画像が暗くなったり、部分的にぼやけたりすることがあります。 


^液晶モニタとファインダーについて 


液晶モニタでは撮影したい画像と同等の画像が表示されます。また、カメラの設定 
内容を確認しながら構図を決めることができます。 

ファインダーを使用して構図を決める場合は、見える範囲と撮影して得られる画像 
が正確に一致しない場合があります。 

次の場合は液晶モニタを使用して撮影してください。 



•マクロモードを使用している場合（圊 P.83)。 
• 被写体との距離が1 m 以内の場合。 


•電子ズームを使用している場合 （ffiP.81)。 

• 別売のコンバータを使用している場合（聞 P.146)。 

ファインダーを使用して構図を決める場合は、液晶モニタの表示を消すと、電池の 
消費を節約できます（下記参照)。また、明るい場所で液晶モニタが見えにくいと 
きはフアインダーを使用すると便利です。 


^液晶モニタの表示切り換えについて 



モードダイヤルがモードまたはシーンモードのいずれかにセツトされている場 
合は、マルチセレクターの▲ボタンを押すごとに、液晶モニタの表示が次のように 
切り換わります。 


液晶モニタにカメラの 
設定内容と撮影画面を 
表 Tin ； します0 


液晶モニタをオフ 
にします。 


液晶モニタに撮影画面だ 
けを表示します。 
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ステップ 4 :ピントを合わせます 

m 

141 写したい被写体を液晶モニタまたはファイン 
操 ダーの中央にして、シャッターボタンを半押し 

f し、ピントが合っていることを確認します。 

f • シャッターポタンを半押しすると、ピントが合って 

な いる場合は、ファインダー右側の緑色 LED が点灯 

_ します。緑色 LED で、ピントの状態を確認できます。 

• 被写体が暗い場合は、スピードライト（フラッシュ） 
が自動的に発光します。ファインダー右側の赤色 
LED は、スピードライトの状態を表します。 




赤色 LED 


緑色 LED 


ランプの状態 

意味 


点灯 

スピードライトの充電が完了です。いつでもス 
ピードライト撮影ができます。 

赤色 LED 

点滅 

スピードライトが充電中です。シャッターボタン 
から指を離して、もう一度押し直してください。 


消灯 

被写体が明るいため、スピードライトは発光し 
ません。 } 

* 1 

点灯 

被写体にピントが合っています。 

緑色 LED 

高速点滅 

被写体にピントを合わせることができません。 
AF ロック撮影を行ってください P.53)。 


^ピント合わせの際のご注意 

液晶モニタが点灯している状態では、常時オートフォーカスが行われます。ピント 
が合っていなくても、シャツターをきることができるので、液晶モニタでピントが 
合っていることを確認して撮影してください。 
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写したい被写体が構図の中央にないときは （ AF ロック撮影） 

写したい被写体を液晶モニタまたはフアインダーの中央にしてシャッターを半 
押しすると、ピントの合った状態で固定されます。これを 「 AF ロック」といい 
ます。この機能は写したい被写体が構図の中央にない場合や、構図を工夫した 
い場合に便利です。 

0ピントを合わせます 

写したい被写体を液晶モニタまた 
はファインダーの中央にして、 

シャッターボタンを半押しします。 


Q 緑色 LED を確認します 

フアインダー右側の緑色 LED の 
点灯を確認します。このまま半 
押ししている間は、ピントと露 
出が固定 （ AF / AE ロック）され 
ます。 


0構図を変えて撮影します 

シャッターボタンを半押しした 
まま、構図を決めて、シャッター 
ボタンを最後まで押し込んで撮 
影します。 


AF ロックしている間に、カメラと被写体の距離が変わった場合は、ピントが合 
わなくなります。被写体が動いて距離が変わった場合などは、いったんシャッ 
ターボタンから指を離してピントを合わせ直してください。 




E 基本操作—簡単な撮影 
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„ ステップ 5 :撮影します 

1 15 . 1 ゆっくりとシャッターボタンを押し込み、 
» 撮影します。 

I • シャッターボタンを最後まで押し込むと撮影 

j でき■ます。 

I • 撮影された画像は、液晶モニタに数秒間表示 

影 された後、コンパクトフラッシュカードに記 

録されます。 



^画像の一時保存メモリについて 


撮影した画像がコンパクトフラッシュカードに記録されている間にシャッターボタ 
ンを押すと、新しく撮影した画像は一時保存され、一時保存メモリの空き容量がな 
くなるまで、撮影を続けることができます（連写モード時に、画質モードが 
NORMA し画像サイズが FULL の画像を約8枚保存できます)。一時保存メモリ 
の空き容量がなくなると、砂時計マーク （ g ) が表示され、シャッターボタンを押 
すことはできません。 g マークが消えると、再び撮影できます。 


@画像記録中のご注意 


画像を コン パクトフラッシュカードに記録している間、緑色 LED が点滅します。緑 
色 LED の点滅が消えるまで、 コン パクトフラッシュカードを取り出したり、バッテ 
リーを抜いたりしないでください。画像を記録中に コン パクトフラッシュカードを取 
り出したり、バッテリーを抜いたりすると撮影した画像が失われることがあります。 
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ステップ 6 :カメラの電源を OFF にします 


• 撮影を終了したい場合は、電源スイッチを rOFFJ 
にセットします。 

• 電源スイッチが roNj にセットされていると電池が消 
耗します。カメラを保管する前に、必ず電源スイッチが 
「 OFF 」 にセットされていることを確認してください。 









レビュー再生モード/簡易再生モード機能 


デジタルカメラは、撮影後すぐに画像を確認できるので、撮影した画像が自分 
の意図しているものと異なる場合などに、カメラの設定や構図を変えて次の撮 
_影を行うことができます。このように、撮影後すぐに画像を確認したい場合 
翼は、「レビュー再生モード」、「簡易再生モード」が便利です。このモードでは、 
f モードダイヤルを E (再生）モードに切り換えることなく、すぐに画像を確認 
^できます。 



• 撮影した画像をすぐに確認するには 、 QUICKS (クイックレビュー）ボタンを押 
します。 


• 撮影後、モードダイヤルは撮影モード（器モードまたはシーンモード）のま 
ま、 QUICKS ボタンを押すと、液晶モニタの左上に最後に撮影した画像が縮小 
表示されます （レビュー再生モード)。 レビュー再生モードでさらに QUICKS ボ 
タンを押すと、最後に撮影した画像が液晶モニタに全体的に表示されます （簡 
易再生モード)。 表示する画像の切り換えは、マルチセレクタ _©▲ (—つ前 
に撮影した画像を表示）または ▼ (一つ後に撮影した画像を表示）で行います。 
• QUICKS ボタンを押すごとに液晶モニタの表示が次のように切り換わります。 


撮影モード レビュー再生モード 簡易再生モード 

• レビュー再生モード、簡易再生モード時にシャッターボタンを半押しすると、 
すぐに撮影することができます。 



II fSiiii 


II (Sill 
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レビュー再生モード 

QUICKH ボタンを押すと、レビュー再生モードになり 
ます。コンパクトフラッシュカードに最後に記録され 
た画像が液晶モニタの左上に縮小表示されます。操作 
方法は次の通りです。 



目的 

ポタン 

カメラの動作 

r 

別の画像を見る 

© 

マルチセレクターの▲を押すと、前に記録された 
画像が表示されます。マルチセレクターの▼を押 
すと、後に記録された画像が表示されます。マル 
チセレクターを押したままにすると、コマ番号が 
変わり、ボタンから指を離したところの番号の画 
像が表示されます。 

簡易再生モード 
にする 

QUICKH 

画像を全画面表示します。 

鏜| 

撮影する 

シャッター 

ポタン 

シャッターボタンを半押しすると、ピント合わせ 
が行われます。シャッターボタンを深く押し込む 
と、撮影できます。 

___ ...... 一 ..... ‘一^^ 


0再生モード 


この章で紹介しているレビュー再生モード、簡易再生モード機能は、撮影モード時 
に、モードダイヤルを切り換えずに画像を見るときに使用すると便利です。 

画像を確認するには、レビュー再生モード、簡易再生モード機能の他に、モードダ 
イヤルを H にセットして、再生モードに切り換える方法があります(閿 P . 11 8) 。 

E モードにセットした状態で MENU ボタンを押すと、再生メニューが表示されます。 
この再生メニューでは、複数の画像の削除や、画像のプ□テクト設定、スライドショー、 
転送マーキング設定、プリント指定などを設定できます。 （® P .124)。 
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簡易再生モード 

^ レビュー再生モードで QUICKS ボタンを押すと、レ 
1 ビュー再生モードで縮小表示されていた画像が液晶モ 
操ニタ全体に再生される「簡易再生モード」になりま 
f す。簡易再生モードでは、操作は次の表の通りです。 

iy 

ビ 



S 7 為 


muM 


再 





目的 

ポタン 

カメラの動作 

r 

別の画像を見る 

@ 

マルチセレクターの▲を押すと、一つ前に記録さ 
れた画像が表示されます。▼を押すと、次に記録 
された画像が表示されます。 

jl 

画象議^^/ 
ま®^にする 

© 

マルチセレクターの）! y を押すごとに、表示され 
ている画像情報を表示したり、非表示にしたりし 
ます。 

表?されている 
画像を削除する 

ra 

(▲⑽ 

削除確認画面が表示されます。マルチセレクター 
の ▲/ ▼を押して、「はい」か「いいえ」のいずれ 
かを選択します。マルチセレクターの I を押す 
と、選択が実行されます。 

L -3 • 「はい」 を選択すると' 

画像が削除されます。 

' & • 「いいえ」 を選択する 

と、画像は削除されず 
mpi 簡易再生モ-ドに戻 

■li'illiTIIIJM りま殳。 

.i 

サムネイル画像 
を見る 

S 

(^<§>) 

H ボタンを押すと、最大 9 コマのサムネイル画 
像（縮小表示）を表示します。 

パソコンに 
転送する画像を 
選択する 

TRANSFER 

ポタン 

転送設定された画像には 於 〆 転送)マークが付き 
ます。転送したい画像を新たに選択する場合は、 
TRANSFER ボタンを押します。転送設定を解除 
する場合には、転送設定されている画像を選択し 
て TRANSFER ボタンを押すと、選択が解除され 
て#(転送）マークが消えます。 

撮影モード 
に戻る 

L 

シャッター 
ポタン/ 
QUICKS ボタン 

シャッターボタンを半押し、または QUICKER ボタン 
を押すと、撮影モードに戻り、ピント合わせが行わ 
れます。シャッターボタンを深く押し込むと、画像 
が撮影されます。 


I 基本操作—レビュ—再生モ—ド/簡易再生モ—ド機能 
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サムネイルレビューモード 

^ 簡易再生モード時に E 3 ボタンを押すと、液晶モニタ 
1 に最大9コマの縮小した画像（サムネイル画像）が表 
操示される「サムネイルレビューモード」になります。 
^ 操作は次の表の通りです。 

b 

ビ 


I 

再 

生 

モ 

I 

K 


簡 

易 

再 

生 

モ 

I 

K 

機 




声 

トモ、 

- ザ… 、 そ 

- ^ 

1 ■■撒 II 癌 



'顧 

人 
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目的 

ポタン 

カメラの動作 

r 

画像を選択する 


マルチセレクターの ▲/▼/ W / J を押すと、サ 
ムネイル画像が選択されます。 

サムネイル画像 
を大きくする 

( V <§>) 

9 コマのサムネイル画像が表示されている時に H 
ボタンを 1 度押すと、 4 コマのサムネイル画像が 
表示されます。もう 1 度 H ボタンを押すと 1 コ 
マが全体に表示されます。もう 1 度押すと再び 9 
コマのサムネイル画像に戻ります。 

I r 

画像を削除する 

ra 

( i 4 A 0) 

削除確認画面が表示されます。マルチセレクター 
の ▲/ ▼を押して、「はい」か「いいえ」のいずれ 
かを選択します。マルチセレクターのIを押す 
と、選択が実行されます。 

-3 • 「はい」 を選択すると' 

rmw^BSSm 画像が削除されます。 

LyS • 「いいえ」 を選択する 

と、画像は削除されず 
サムネイルレビュー 
モドに民ります 0 

r 

パソコンに 
転送する画像を 
選択する 

1 L. 

TRANSFER 

ポタン 

転送設定された画像には/^ (転送)マークが付き 
ます。転送したい画像を新たに選択する場合は、 
TRANSFER ボタンを押します。転送設定を解除 
する場合には、転送設定されている画像を選択し 
て TRANSFER ボタンを押すと、選択が解除され 
て#(転送）マークが消えます。 

撮影画面 
に戻る 

シャッター 
ボタン/ 
QUICKE ボタン 

シャッターボタン半押し、または QUICKH ボタン 
を押すと、撮影画面に戻り、ピント合わせが行わ 
れます。シャッターボタンを深く押し込むと、画 
像が撮影されます。 


I 基本操作—レビュ—再生モ—ド/簡易再生モ—ド機能 
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簡易再生モードまたはサムネイルレビューモード時に、パソコンに転送したい画像 
の選択や転送設定の解除を TRANSFER ボタンで設定できます。 



二 ^ 

推へ 

to 



が 

-v:-:':::〆 

li 襟別娱 

IfSr# 


峰 



サムネイルレビューモード 


TRANSFER ポタン 


転送設定されている画像には、/^が表示されています。転送設定されていない画像 
を選択して TRANSFER ボタンを押すと、転送設定されて、!^が表示されます。 
画像がすでに転送設定されている場合は、 TRANSFER ボタンを押すと、転送設定 
が解除されて典^が消えます。 

モードダイヤルを E に切り換えた再生モードでも転送設定が行えます P. 119)。 


rFi 


^パソコンに転送する画像を選択する 


基本操作—レビユ—再生モ—ド/簡易再生モ—ド機能 


62 
















撮影した画像の 
楽しみ方 


パソコンで使用する 

■ 

^ 64〜71 

画像をプ U ントする 

3 

k'i 72〜74 


この章では、デジタルカメラで撮影した画像の簡単な 
楽しみ方を紹介しています。 


パソコンで使用する 

電子メールで送ったり、ホームページに掲載するための画像の 
撮影方法と、パソコンに転送するための方法を紹介します。 


画像をプリントする 

デジタルプリントオーダーフォー マツ ト （ DPOF) のプリント 
用画像の撮影方法やプリント指定の設定方法を紹介します。 


パソコンで使用する 


デジタルカメラで撮影したデジタル画像は、パソコン画面で見たり、電子メー 
^ 3 ルで送ったり、フロッピーディスクや八ードディスクなどに記録するなど、さ 


|まざまな形態で簡単に利用することができます。 

^パソコンに画像を転送する場合は、アプリケーシヨンソフト Nikon View 4 

■ を使用します。 

像 

|この章では、インターネット用に画像を撮影し、パソコンに転送する方法を説明 

しします。詳細は Nikon View 4 リファレンスマニュアル CD をご参照ください。 
み 

V 鼋子メールやホームページ用の画像を撮影する 

ン デジタル画像にはさまざまな形式がありますが、 C 00 LPIX 775 では JPEG 形 
S 式で画像を記録します。 JPEG 形式は、電子メールやホームぺージ用の画像とし 
用て最適です （® P .93)。 

I インターネットで使用する画像を撮影するためには、カメラを以下のように設定 
することをおすすめします。 


1 撮影モード（器またはシーン撮影モード）で、 MENU ポタンを押 
して「画質モード」を表示します。 



MENU ポタンを押します。メニュー画面が 
表示されます。 


「画質モード」が赤く表示（選択されている 
ことを示します）されていることを確認し 
ます。 
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2 


画質 モードを 「 BASIC 」 または 「 NORMAL 」 に設定し ます 

画質モードを 「 BASIC 」 または 「 NORMAL 」 に設定すると、 「 FINE 」 よりファ 
イル容量が小さくなり、インターネットでのデータ送信時間が短くなります。 





I ポタンを押します。「画質モード」の詳細 
の画面が表示されます。 


0 



▲または▼ボタンを操作して、 「 BASIC 」 ま 
たは 「 NORMAL 」 を選択します。 






X ボタンを押して、選択を決定します。 
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3 画像サイズを 「 VGA 」 または 「 XGA 」 に設定します。 

WWW ブラウザ用の画像サイズとしては 「 VGA 」（640 X 48 ◦ピクセル) 
が一般的です。画像サイズが小さいと、データ送信時間も短くなります。 


© 



▼ポタンを押して、「画像サイズ」を選択し 
ます。 


© 



Iポタンを押します。「画像サイズ」の詳細 
の画面が表示されます。 






服〇告 


m 

NORIIAL 
I 33】 


▲または▼ボタンを押して、 「VGA」 か 「XGA」 MENU ボタンを押すと、メニュー画面が終 
を選択し、 i' ボタンを押して決定します。 了します。 
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4 撮影します 

「基本操作 一 簡単な撮影」 P .44) の手順通りに撮影を行います。 
パソコンから電子メールやホームページに画像を送る場合、画質モードと画 
像サイズの組み合わせによって、ファイル容量とデータ送信時間は次の表の 
ように変わります。 

※ファイル容量は画像の絵柄によって変わります。また、データ転送時間は通信環境 
によって変わります。 


画質モード 

画像サイズ（ピクセル） 

ファイル容量 

データ送信時間 
(28_8 Kpbs ) 

BASIC 

XGA (1024X768) 

m 100 KB 

約40秒 

NORMAL 

VGA (640 x 480) 

約90 KB 

約35秒 

BASIC 

VGA (640 x 480) 

約50 KB 

約20秒 





® 参照ページ 

P .92 画質モードと画像サイズ 
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撮影した画像の楽しみ f パソコンで使用する 
































































鼋子メールやホームページ用の画像を転送する 

a 電子メールやホームページ用の画像を撮影したら、パソコンに転送します。 

I 

^1 撮影した画像を記録しているコンパクトフラッシュカードをカメラに 
H 入れます。カメラのモードダイヤルを E に合わせ、電源スイッチを 

| 「 on 」 にします。 

楽 

^ 〇 電子メールで送ったり、ホームページで使用する画像を確認します。 
* 確認後、電源スイッチを rOFFJ にします。 

パ • 液晶モニタの右側に^ 1 マークが付いている画像をノ ':ソコンに転送できま 

k す。カメラのご購入時の設定（初期設定）では、撮影したすべての画像に 

r ~ マークが付きます（転送設定聞 p . 11〇)。 

<| • パソコンに転送しない画像は、 TRANSFER ボタンを押して#^マークの 

^ 表示を消します。また、!^マークが付いていない画像を選択して TRANS - 

I FER ポタンを押すと、_マークが表示されパソコンに転送する設定にする 

ことができます。 

• 公(サムネイル）ポタンを押すとサムネイル表示になります。サムネイル 
表示時も#マークの設定/非設定を切り換えられます。 

3 パソコンを起動します。 

• パソコンにはあらかじめ Nikon View 4をインストールしておく必要が 
あります。 


• Nikon View 4をインストール前に、付属の画像データべースソフトを 
インストールしてください。詳しくは付属の Nikon View 4リファレン 
スマニュアル CD を参照してください。 


Windows XP Home Edition/ProfessionaU Windows 2000 
Professional をご使用になる場合のこ'注意 


Nikon View 4をご使用になる場合（インス I ル/アンインス I ルする場合も 
含む）は、「コンピュータの管理者」アカウント （Windows XP Home Edition / 
Professional の場合）もしくは 「 Administrator 」 アカウント （Windows 2000 
Professional の場合）でログオンしてください。 
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カメラとパソコンを接続します。 

• パソコンに専用 USB ケープル UC - E 2 を接続します。接続するポートに 
ついては、ご使用になるパソコンの説明書を参照してください。 

• カメラのデジタル端子/ビデオ出力端子に専用 USB ケープル UC - E 2 を 
接続します（機能の詳細一接続® P .1 36)。 

カメラの電源スイッチを 「 on 」 にします。 

• Nikon View 4が自動的に起動し、パソコンの画 
面には次のような[画像の転送]画面が表示され 
ます 。 Nikon View 4の設定によって、サムネイ 
ルを一覧表示する画面で起動することもできます。 

• Nikon View 4が起動すると、カメラの液晶モニ 
夕は消灯します。 

• パソコンとカメラを USB ケーブルで接続すると、 

レンズが繰り出します。 





転送画像の逞択 


' 全ての画像 

1 ¢❽ 



El Windows XP Home Edition/Professional をご使用の方へ 

USB 接続したカメラの電源スイッチを ON 
(オン)にすると、[リムーノ（ブルデイスク](自 
動再生）ウインドウが表示されます 。 [Nikon 
View 4使用]を選択し、 [0 K ] をクリックす 
ると 、 Nikon View 4が起動します。このと 
き、[常に選択した動作を行う]のチェック 
ボックスにマークすると、次にカメラを接続 
(電源スイッチをオン）したときに、自動的に 
Nikon View 4が起動します*。 


* 最初にカメラを接続して設定したポートと別の USB ポートにカメラを接続すると、再度、[リムーパブル 
ディスク](自動再生）ウインドウが表示される場合があります。もう一度、同じ設定をするか、最初に力 
メラを接続したポートに接続しなおしてください。 


*?鑣結 


響招严麵 u 


Windows tf 実行対!))作 Sg んでくい。 


^コンピユ-切；;あ5フォル例;:画像ピ-寸5 
C3W Microsoft ス琴Vナ tS メ5ゥ1?-ド用 

③雜飄路 - R fNikon View 4使用を選択| 

イメづ ro ス M ドシヨ^表示？ s ~ 

Ljj 1 Windows ピ5チVと FAX C： ュ-ァ使用 


イメーフ ® ス5イドシヨ-を表示す5 7 / 

Windows ピ好ゃと FAX ヒュ-ア使用 グ 

口® as 折した助 f 惭う。 

/\ r ok | キャンセル 


[ V エックボックス) - 


0補足 

カメラの電源スイッチを 「 ON 」 にしたままで USB ケーブルを接続することもできます。 
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TRANSFER ポタンを押します。 


• カメラの液晶モニタに、「画像転送の準備中で 
す」というメッセージが表示されます。 

• 「画像を PC に転送中です」というメッセージ 
が出ると、約^マークの付いた画像がカメラ 
からパソコンに転送されます。 

• カメラの液晶モニタに「転送終了しました」と 
表示されたら、転送は完了です。 

• カメラからパソコンに画像を転送する時間は、 
パソコンの動作環境によって変化します。 

カメラとパソコンの接続を終了します。 

• カメラの液晶モニタに「転送終了しました」と 
表示されたら、必ず次の操作をしてからカメ 
ラの電源を rOFFJ にして、 USB ケーブルを 
抜いてください。 



• Windows XP Home Edition/Profes- 
sional の場合： パソコン画面右下の「ハード 
ウェアの安全な取り外し」アイコンをクリッ 
クして 「 USB 大容量記憶装置デバイスードラ 
イブ （ E :) を安全に取り外します。」を選択し 
てください。 



• Windows 2000 Professional の場合： パ 

ソコン画面右下の「八ードウエアの取り外し 
または取り出し」アイコンをクリックして 
「 USB 大容量記憶装置デバイスードライブ 
( E :) を停止します」を選択してください。 







• Windows Millennium Edition (Me ) の場 

合： パソコン画面右下の「八ードウエアの取 
り外し」アイコンをクリックして 「 USB ディ 
スクードライブ （ E :) の停止」を選択してく 
ださい。 

• Windows 98/Windows 98 Second Edi¬ 
tion (SE) の場合： マイコンピュータの中の 
「リムーバブルディスク」上でマウスを右ク 
リックして「取り出し」を選択してくださし、。 


• Macintosh の場合： デスクトップ上の「名称 

未設定」のアイコンをゴミ箱に捨ててくださ 
し、 


※「ドライブ （E:)」 の E はご使用のパソコンによって異なります。 


E 転送中のご注意 

カメラとパソコンを接続して、丁 RANSFER ボタンを押して画像を転送中に、次の 
操作を行わないでください。カメラ、パソコンが作動しなくなる場合があります。 

• CF 力ードを抜く 

• カメラの電源をオフにする 

• USB ケーブルを抜く 



撮影した画像の楽しみ f パソコンで使用する 
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画像をプリントする 


撮影したデジタル画像をプリントすることもできます。 

® C 00 LPCX 775 で撮影した画像を家庭用のプリンタで簡単にプリントしたり、画 
| 像を記録したコンパクトフラッシュカードやフロッピーディスクなどをプリント 
U ショップに持っていき、プリントを注文することもできます。 

S プリントする場合に、デジタルプリントオーダーフォーマット ( DPOF ) に対応 
|像 しているプリンタを使用すると、画像を記録した コンパクトフラッシュカードか 
| ら直接プリン トすることができます。 

If プ IJ ント用画像を撮影する 

1 プリント用の画像を撮影する場合は、画質モードと画像サイズの設定が重要です。 
% 画像サイズはプリントの仕上がりを大きく左右します。 

' J / 一般的な家庭用インクジエットプリンタ （300 dpi ) では、カメラの画像サイズ 
卜 で VGA (640 X 480ピクセル）に設定した画像は、約5 x 4 cm の大きさで 
| プリントするのが適しています。カメラの画像サイズを FULU こ設定した画像 
は、約 13 x 10 cm の大きさでプリントするのが適しています。プリンタの設定 
を変更して、大きいサイズでもプリントできますが、色の粒子が目立ち粗く見え 
てしま5ことがあります。 

画像サイズと同様に、画質モードもプリントの仕上がりを大きく左右します。プ 
リントサイズが大きい場合は、特に仕上がりに影響します。 

プリント用の画像を撮影する場合は、画像サイズを 「 XGA 」 か 「 FULL 」 に、画 
質モードを「 FINE 」 か 「 NORMAL 」 に設定することをおすすめします。画質モー 
ドと画像サイズの設定については「画質モードと画像サイズ」の項をご参照くだ 
さい⑩ P .92)。 


0 デジタルプリントオーダーフォーマツト （ DP0F) 


デジタルカメラで撮影した画像を家庭用のプリンタやプリントシヨップでプリント 
するための記録フォーマットが 「DPOF (Digital Print Order Format )」 です。 
これは、現在、各社独自仕様となっているプリント情報を標準化することで、より 
効率的なプリントを実現するための規格です。 C 00 LPIX 775 は、この DP 0 F に 
準拠しています。ご使用になるプリンタ、プリントサービスが DP 0 F に対応してい 
ることをご確認ください（ニコンデジタルフォトプリンタ NP -100 は、撮影情報、 
日付機能に対応していません)。 
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プリント指定 （ DPOF 設定) 


再生メニューの「プリント指定」で、画像をプリントする設定を行います 。 DPOF 
( S 3 P .71) 対応のプリンタ（プリントショップのプリンタまたは家庭用プリン 
夕）を使用すると、「プリント指定」で設定した内容が自動的に適用されます。 



撮影した画像を記録しているコンパクトフ 
ラッシュカードをカメラに入れます。カメラ 
のモー ドダイヤルを 同 に合わせ、電源スイッ 
チを 「 on 」 にします。 




マルチセレクターの▼ポタンを押して、「プリ 
ント指定」を選択します。 


❹ 

マルチセレクターでプリント指定する画像を選 
択します。「機能の詳細一再生」の「プリント 
指定」の「プリント指定」の手順にそって、プ 
リントする画像を選択します （® p 」 32 )。 

コン パクトフラッシュカードに記録した画像 
のプリント指定は、いつでも追加、変更でき 
ます。設定が終わったら、カメラの電源スイッ 
チを rOFFJ に合わせ、 コン パクトフラッシュ 
力ードを取り出します。 
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像 

を 

プ 

U 

ン 


I 
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DPOF 対応のプ U ンタでプリントする 


M 


撮 

影 

し 

た 

画 

像 

の 

楽 

し 

み 


画 

像 

を 

プ 

U 

ン 


I 


PC 力ードス□ットを装備したプリンタに、 PC 力ードアダプタを使用して挿入 
すると、パソコンを使用しなくてもプリンタから直接プリントできます。 


プリントシヨップでプリントする 

家庭用プリンタを持っていなくても、撮影した画像をプリントショップに持って 
いけば、手軽にプリントできます。なお、プリントショップでプリントを依頼す 
る場合は、フロッピーデイスクなど他の記録媒体に画像を保存しなければならな 
い場合もありますので、ご依頼のプリントショップでプリント価格、ファイル型 
式などとともに対応する記録媒体もあわせてご確認ください。 
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機能の詳細 

この章は次の構成されています。 


ポタンとダイヤルの使用方法 

マルチセレクターの V /と I ボタン、$<§>ボタン、 i 4 ACi ) ボタ 
ン、モードダイヤルなど、よく使うボタンとダイヤルの使用方 
法について説明します。 

撮影モードのメニュー画面 

AUTO 撮影モードのメニュー画面とシーン撮影モードのメ 
ニュー画面を使用したカメラの設定方法について説明します。 

SET-UP メニュー 

SET-U P メニューを使用したカメラの設定方法につしヽて説明し 
ます。 


画像の再生 

再生モード ( H ) を使用する画像の再生方法や、再生メニュー 
を使用したカメラの設定方法について説明します。 


接続 

カメラとパソコンを接続して、画像をパソコンに転送する方法 
について説明します 。 Nikon View 4リファレンスマニュアル 
CD - ROM もあわせてご覧ください。 

資料編 

カメラのお手入れ方法やカメラが正しく動作しなかつた場合の 
対処方法について説明します。カメラの仕様や、 C 00 LPIX 775 
でご使用になれる別売アクセサリーについて紹介します。 


ポタンとダイヤルの 

使用方法$ 

み 76〜89 



SET-UP メニュー 

SETUP 

ゞ 106-115 





接続 


136-143 


€ 


資料編 


< > 144 -157 


I 


索引 


Q 


V> 158-160 


索引 

この使用説明書の索引です。 





ポタンとダイヤルの使用方法 


モードダイヤルとカメラ背面の各ボタンの機能について、撮影モードを中心に 
01説明します。 
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撮影モードについて 

C 〇 0 LPIX 775 のモードダイヤノレには、モード、7 
種類のシーンモード、動画モードの9種類の撮影モード 
があ D ます。 

モードダイヤルをにセツトして AUT 〇モードにす 
れば、ほとんどの撮影シーンに対応しますが、撮影状況 
によっては、シーンモードの中から撮影状況に合った 
モードを選択した方が、より効果的な場合もあります。 



C 〇 0 LPIX 775 では、ポートレート撮影や風景撮影など 

7種類のシーンモードの中から選択することができます。撮影シーンや被写体に合わ 
せたモードを選択すると、イメージに近い撮影が簡単にできます。 


9種類の撮影モードの中から好みのモードを選択すると 
選択されたモードのアイコン（絵表示）が約7秒間液晶 
モニタの左上に大きく表示されます。 

アイコンが拡大表示された後、それぞれのモードのアイ 
コンは、シーンモードにセツト時には、液晶モニタの左 
上に小さく表示され、動画モードにセツト時には液晶モ 




二夕の左下に小さく表示されます。ただし、モード 
にセツト時は、拡大表示後のアイコンは表示されません。 


rs 



@シーンモードについて 

撮影状況によっては、最適な画像とならないことがありますので、その場合はモードで撮 
影し直すことをおすすめします。また、撮影後にパソコンなどでレタッチを行う方にはシーン 
モードはおすすめできません。 
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C 00 LPIX 775 には 9 種類の撮影モードがあります。以下の表の「使用する場合」を 
参考に、各モードの特徴を活用すれば、被写体や撮影意図に合わせて、効果的な撮影 
が行えます。 

• スピードライトモードと フォー カスモードは、各撮影モードで使用可能なものです 
(初期設定では、いちばん上のモードとなります)。 



—® —参照べ-ジ 

P .88 スピードライトモードについて 

P .82 フオーカスモードについて 
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〇機能の詳 T ボタンとダイヤルの使用方法 





























モード名 

使用する場面 

スピードライト 
モード 

フォーカス 

モード 

夜景 

★ 

夕景や、夜景をバックに人物 
を撮影したいとき、背景を黒 
くつぶすことなく、人物も背 
景も自然に表現できます。 

m 7 % 

AUT0V 

通常 AF 

0 

B 

風景 

木々の緑や青空などの輪郭や 
コントラストを強調して鮮や 
かな色の画像に仕上げます。 



▲ 

0 

m 

海•雪 

晴天の海や湖、砂浜や雪景色 
を明るく鮮やかに撮影します。 


AUT 0 V 

AUTO 令 
<§> 

h 

通常 AF 

0 

ik 

a 

夕やけ 

美しい赤い夕やけ(朝やけ）を 
見た目のままに美しく表現し 
ます。 

Iki 


通常 AF 

0 

▲ 

ね 

動画 

無声動画を撮影します。シャッターボタンを押し 
込むと撮影が開始され、もう一度シャッターボタ 
ンを押し込むと撮影が終了します。液晶モニタに 
は、撮影可能枚数表示のかわりに、動画時間表示 
が表示されます。動画の撮影は約15秒で自動的 
に終了します。また、コンパクトフラッシュカー 
ドの記録容量がなくなつた場合も自動的に終了し 
ます。動画は拡張子が 「. MOV 」 の 「QUICK Time 
動画ファイル」として記録されます。 


通常 AF 


詳 


「手ブレ」について 


★マークがついているモードは、手ブレに注意して撮影してください。★マークが付いている 
モードで撮影する場合は三脚の使用をおすすめしますが、三脚を使用しない場合は、カメラを 
平らな場所に安定させるか、体に肘を付けて、両手でしっかりとカメラを支えてカメラを固定 
してください。 


79 






































ズーム機能に: 3 いて 

〇 

^ C 00 LPIX 775 は、光学 3 倍ズームと電子ズームを装備しています。マルチセレク 
1ターの'! y ボタンおよび]:ボタンで操作することにより、撮影する範囲を変更するこ 
® とがでぎます。 

細 • 光学 3 倍ズームは、カメラのズームレンズを使用して、被写体を 3 倍まで拡大しま 
ボ す。ズームボタン I を押して光学ズームを最も望遠側にして、2秒以上押し続け 
夕 ると、電子ズームが作動します。電子ズームはデジタル処理によって被写体を拡大 

^ します。 

$光学ズーム 

2 •望遠側にズーミングします 

のマルチセレクターの]:ポタンを押すと、望遠側にズーミングします。液晶モニタおよ 
% びファインダーの画像（被写体）が拡大されます。 



縮小 拡大 



In 編 S 


ズームポタンを押している間、液 
晶モニタの上部にズーム表示が表 
示されます。 


•広角側にズーミングします 

マルチセレクターの义ボタンを押すと、広角側にズーミングします。液晶モニタお 
よびフアインダーに広い範囲が映し出されます。 
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電子 ズーム 


光学ズームを最も望遠側にして、 I ボタンを2秒以上押し続けると、自動的に電子ズー 
ムが作動します。 



I ポタンを押して最大倍率 J ： ポタンを液晶モニタにの上部にズー電子ズームが作動中は、 
にします 2秒以上押ム表示と電子ズーム倍率が緑色 LED が低速点滅し 

し続けます表示されます ます 


• 電子ズームは、被写体を光学ズームの最大倍率 （3 倍）の1.25倍、 1.6 倍、2倍、 
2.5 倍と拡大することができます。 



• 電子ズームが作動しているときに V /ボタンを押すと、電子ズームの倍率が1段階 


縮小されます。 


^電子ズームについて 


電子ズームは、カメラのセンサーがとらえた画像データをデジタル処理することで、画像の中 
央部を拡大しています。光学ズームとは違い、画像の中央部分を単に画面全体に拡大するため、 
粒子の粗い画像になります。また、電子ズームで拡大した画像はファインダーで確認すること 
はできません。 


^電子ズームを使用できない場合 

• 液晶モニタの表示が消えている場合は、電子ズームを使用できません。液晶モニタが消えて 
し)る場合は、電子ズームを利用する前にマルチセレクターの▲ポタンを押して、液晶モニタ 
に画像を表示させてください P .51) 0 
• 動画モード時に電子ズームは使用できません。 
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フオーカスモー ドに ついて 


m フオーカスモードは、5種類のモードを選択できます。初期設定では、レンズから 

1 30 cm 以上離れた被写体に、自動的にピントが合う 通常 AF モー ドに設定されていま 

2 す。通常 AF モー ドは、スナップ撮影など、一般的な撮影に対応しますが、撮影目的に 
m よって、木の枝越しに見える景色や窓から見える景色を撮影する場合や、花や名刺な 
r どを接写する場合など、撮影状況に応じたフ オーカスモー ドを選択できます。 

^ 1 iiAG ボタンを押します。 p 液晶モニタでフオーカスモー 

? ド表示を確認します。 



• のボタンを押すと、表示は次のように移り変わります。 
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フオーカスモードは、次の5種類から選択できます（モードにより使用できる機能が 
制限されます)。 


モード 

機能 

使用場面 

(表示なし） 
通常 AF モード 

被写体までの距離に応じて、自動的に 
ピントを合わせます。 

いちばん手軽に撮影できるモードで 
す。スナップ写真やポートレートをは 
じめとするほとんどの撮影に幅広く対 
応します。レンズから 30 cm 以上の 
被写体を撮影するときに使用します。 

0 

セルフタイ 
マー モード 

通常 AF モードでセルフタイマー撮影 
を行います。セルフタイマーは1◦秒 
か3秒のどちらかに設定できます。 

撮影者自身が写りたい記念撮影や、 
シャッターボタンを押すときに生じる 
手ブレを防止したい時に使用します。 

kk 

遠景モード 

遠くの被写体にピントを合わせます。 
スピードライトは自動的に発光禁止に 
なります。 

窓から見える遠くの景色や風景、建物 
などを撮影するときなどに使用しま 
す。 

マク□モード 

レンズから 4 cm 以上の被写体にピン 
卜を合わせます。ズームはワイド（広 
角）端からミドルポジションの範囲で 
使用できます。 

花や昆虫などの近接撮影をするときに 
使用します。 

マクロ 

セルフモード 

マクロモードでセルフタイマー撮影を 
行います。セルフタイマーは1◦秒か 
3秒のどちらかに設定できます。ズー 
ムはワイド（広角）端からミドルポジ 
ションの範囲で使用できます。 

近接撮影の際、シャッターポタンを押 
すときに生じる手ブレを防止したし)場 
合に使用します。 



マクロモードについて 


• マクロモードで被写体との距離が1 m 以内の場合は、ファインダーで確認した構図と実際に 
写る範囲との間にズレが生じますので、液晶モニタを見て構図を決めることをおすすめしま 
す。(聞 P .51)。 

• マクロモードでスピードライトを使用すると、被写体全体に光が行き渡らないことがありま 
す。テスト撮影をして、液晶モニタで再生画像をご確認ください。 
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0 通常 AF モードについて 


通常 AF モードは、コンティニユアス AF とシングル AF の2種類があります。液晶モニタを 
表示させるとコンティニユアス AF に、液晶モニタを非表示にするとシングル AF になります 

(聞 P-5Do 


通常 AF モード 

機能 

長所/短所 

コンテイニユアス AF 
(液晶モニタ：表示） 

シャッターボタンの操作 
に関係なく、才ートフオー 
カスでピン ト合わせを繰 
り返します。シャッター 
ボタンを半押しすると、 
ピントが固定 （AF □ッ 
ク: S 0 P .53) します。 

長所 

ピントが合うまでの時間が短いので、シャッ 
ターチャンスを逃さずに撮影できます。 

短所 

ピントが合っていなくてもシャッターがきれ 
ます。撮影前に緑色 LED および液晶モニタで 
確認してください。 



長所 

シングル AF * 
(液晶モニタ： 

非表示） 

シャッターボタンが半押 
しされているときのみ、 
ピント合わせが行われ、 
ピントが合うとピントが 
固定 ( AF ロック）します。 

ピントが合っているときにだけシャッターが 
ぎれます。 

バッテリーの節約になります。 

短所 

ピントが合うまで多少時間がかかります。 


液晶モニタを非表示にした場合、シングル af となりますが、才ートパワーオフ機能 (gg p . i 13) 
が作動して、再びシャッターボタンが押されると液晶モニタが表示され、コンティニユアス AFC 
なります。 


〇機能の詳 T ボタンとダイヤルの使用方法 
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^オートフオー カスについて 


オートフォーカスに適した被写体 

• 被写体と背景の色が異なる場合 

※被写体と背景が同じ色の場合は、オートフォーカスでのピント合わせが正常にできない場 
合があります。 

• 光が被写体に均等に当たっている場合 

オートフォーカスが苦手な被写体 

• 遠いちのと近いちのが混在する被写体を撮影する場合 

※オリの中の動物などを撮影する場合は、動物よりもオリの方がカメラに近い距離にあるの 
で、才一トフォーカスがうまく作動しない場合があります。 

• 被写体が非常に暗い場合 

※ただし被写体が背景より明るすぎても、オートフォーカスでのピント合わせが正常にでき 
ない場合があります。 

• 動きの速い被写体を撮影する場合 



オートフォーカスでのピント合わせが正常にできない場合は、 AF ロックでピントを合わせ、構 
図を決めて撮影してください （® P .53)。 
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セルフタイマー機能について 
〇 一 

^ セルフタイマーを使用すると、シャッターボタンを押してから10秒か3秒後に撮影し 

1 ます。撮影者自身が被写体となるセルフ • ポートレート撮影の場合は、シャッターボタ 

® ンを押してからカメラの前に移動する時間が必要なため、10秒の設定が便利です。ま 

li た、シャッターポタンを押すときに生じる手ブレを防止する場合には、セルフタイマー 
r を 3 秒に設定すると便利です。特に、光の少ない場所で撮影する場合や、スピードライ 
| 卜を使用せずにマクロセルフモードで撮影する場合は、3秒で使用すると最適です。 

^セルフタイマーの使用方法 

ダ 

^ ] カメラを固定します 

^ • 三脚などを使用し、カメラを安定させてください。 


使 

用 P セルフタイマーモードを選択します 

方^— 


法 • ボタンを押してセルフタイ 

マ _ モ _ ドに設定します。 

• ボタンを押して液晶モニタ 

に0を表示させると、セルフタイ 
マーモードとなり、レンズ先端か 
ら 30 cm 以上離れている被写体に 
ピントを合わせます。 



を押します 液晶モニタにセルフタイ 

マー表示が表示されます 


• iiACi ) ボタンを押して液晶モニタに0 A を表示させると、マクロセルフモー 
ドとなり、レンズ先端から 4 cm 以上離れている被写体にピントを合わせます。 
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3 構図を決めます 


4 


シャッターボタンを深く押し込んで、セルフタイ 

マーを作動させます 

• シャッターボタンを深く押し込むと、セルフタイマーが作 
動し始めます。 

• セルフタイマーは、シャッターボタンを1回押すと1◦秒 
に、2回押すと3秒に設定されます。 

• 作動中のセルフタイマーを停止するには、1◦秒タイマー 
時はシャッターボタンを2回、3秒タイマー時はシャッ 
ターボタンを1回押してください。 

• シャッターボタンを押すと同時に、セルフタイマーランプ 
が点滅し始めます。シャッターがきれる1秒前まで点滅が 
続き、最後の約1秒間は点灯します。 



シヤッターボタン 
を下まで押し込み 
ます 



シャッターがきれる1秒前 
まで点滅が続き、最後の約 
1 秒間は点灯します。 


撮影までの秒数を示すカウ 
ントダウン表示が液晶 モニ 
夕に表示されます 
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o 

機 

能 

の 

詳 

m 

ボ 

夕 


スピー ドライ トモー ドについて 


v<§> 


撮影目的や撮影意図に合わせて5種類のスピードライトモードを選択できます。 


な<§>ポタンを押します 


P 液晶モニタのスピードライト 
モード表示を確認します 


ン 

と 

ダ 

イ 

ヤ 

ル 

の 


使 

用 

方 

法 




^スピードライトモード表示が黄色に表示さてれいるときのご注意 

ス□—シンク□モード、または発光禁止モードに設定して暗い場所で撮影すると、スピードラ 
イトモード表示が黄色に表示される場合があります。このような場合には、シャッタースピー 
ドが遅くなり手ブレを起こしやすくなりますので、三脚などを使用してカメラを安定させて撮 
影してください。また、特に夜景など暗い場所で撮影を行った場合、撮影画面にノイズがでる 
ことがあります。 

以下の場合は自動的に発光禁止モードになります。 

• オートフオーカスモードが 「 i 4 遠景」に設定されている場合 （® P .83) 

•モードダイヤルで「国風景」、夕やけ」、「¢ 1 動画」が設定されている場合(@2 p .78) 
• 巳 SS メニュー項目が rONj になっている場合 P .100) 

• 連写メニュー項目で「連写」または「マルチ連写」にセットされている場合 （® P .98) 
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令@ボタンを押すたびに、スピードライトモードが順次切り換わります。撮影モード 
によっては選択できないスピードライトモードがあります。詳しくは「撮影モード」 
(ffi P .77) をご覧ください。 


モード設定 

機能 

使用場面 

A _ 

自動発光 

被写体が暗い場合にスピードライト 
が自動的に発光します。 

一般的なスピードライト撮影をする場合 
に使用します。 

発光禁止 

スピードライトの発光を禁止します。 

暗い場所で自然光をとらえたい場合、ま 
たはスピ_ドライトの使用が禁止される 
場所で撮影するときに設定します。ス 
ピードライトモード表示が黄色く表示さ 
れる場合は手ブレに注意してください。 

AUTOV 

<§> 

赤目軽減 
才一卜 

スピードライトが発光する前に赤目 
軽減ランプが約 1 秒間照射を行い、 
その後自動発光します。人物の目が 
赤く写ってしまう赤目現象を軽減し 
ます。 

ポートレート撮影に使用します(撮影の際、 
被写体の人物が赤目軽減ランプをしっかり 
と見ると効果が上がります)。シャッター 
チャンスを優先するような撮影にはおすす 
めできません。 

強制発光 

被写体の明るさに関係なく、必ずス 
ピードライトが発光します。 

昼間の屋外撮影での逆光の場合などに使 
用します。 

ス □- 
シンクロ 

シャッタースピードを遅くして、ス 
ピードライトを発光します。 

夕景や夜景を背景とした人物撮影などで、 
遠くの背景も近くの人物もきれいに映し 
たい場合に使用します。スピードライト 
モード表示が黄色く表示される場合は手 
ブレに注意してください。 



^赤色 LED が点滅しているときは 

スピードライト充電中にシャッターボタンを半押しすると、フアインダー右側の赤色 LED が点 
減します。このような場合は、シャッターボタンからいったん指を離し、しばらくしてから 
シャッターボタンを押し直してください （® P .6)。 


^スピードライト使用上の注意 


スピードライトを使用するときは、指や髪の毛などでスピードライトの前をさえぎらないよう 
にご注意ください。指や髪の毛などでスピードライトがさえぎられていると、画像が暗くなつ 
たり、大きな影が写り込んだりする場合があります。 
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撮影モードのメニュー画面 



AUTO 撮影モード画面とシーン撮影モード画面には、撮影の際に使用するメ 
ニューが表示されます（動画モード時はメニューは表示されません)。 AUTO 
撮影モード画面のメニューを使用すると、明るい被写体を撮影するときや、蛍 
光灯の部屋で撮影するときなど、被写体や撮影状況に応じてカメラの設定を変 
更することができます。シーンモード時は、各シーンモードに合わせて自動的 
にカメラの設定が行われます。そのため、シーン撮影モード画面のメニュー 
は、画質モードと画像サイズのみになります。 

AUTO 撮影モード、またはシーン撮影モードのメニュー画面を表示するには： 

1器 (AUTO モード)、または _魏、 p MENU ポタンを押すと、現在 
SB 、 f 、 S 、 H 、 _、当:(シー 設定されているモードのメ 

ンモード）を選択します。 ニューが表示されます。 



一® —参照べ-ジ 

P .15 メニューを見る 
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AUTO 撮影モード画面 
AUTO 撮影モード画面に 
は以下のメニューがすべ 
て表示されます。 



シーン撮影モード画面 
シーン撮影モード画面に 
は「画質モード」と「画 
像サイズ」のみが表示さ 
れます。 


AUTO/ シーン 


画質モード . 

プリント時の画像や、液晶モニタに表示される画像の画質モードを設定し胃 
ます。画質モードの設定は、コンパクトフラッシュカードに記録できる画 
像数に影響します。 

^ P.92 〜93 


AUTO/ シーン 


画像サイズ 

画像サイズ[各画像のドット数（ピクセル数)]を設定します。画像サイズ 
を設定すると、コンパクトフラッシュカードに記録できる画像数と、プリ 
ント時の画像の大きさが決定します。 


圜 


P_94 〜95 


ヲ u セツト 


ホワイトバランス 
様々な照明光に合わせて、ホワイトバランスがセツトできます。 


AUTO のみ 


連写 


^ P.96 〜97 
単写や連写、マルチ連写 （16 枚撮影）の中から選択できます。 

^ P.98 〜99 


AUTO のみ 


BSS (ベストシヨツトセレクシヨン） 

巳 SS (手ブレの影響が最も少ない画像を選択して記録する機能）を設定し 
ます。 


^ P.100- 101 


AUTO のみ 


露出補正 

非常に明るい被写体、非常に暗い被写体、コントラストが強い被写体など 
に対して露出補正がセツトできます。 


^ P. 102-130 


輪郭強調 

撮影した画像の輪郭を強調する度合いを設定します。 


AUTO のみ 


@ P. 104〜105 
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画質モードと画像サイズ 
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^°/シーン 


コンパクトフラッシュカードに記録される画像ファイル容量は、画質モードと画像サ 
イズで決定します。そのため、コンパクトフラッシュカードに記録できる画像の数は、 


® 画質モードと画像サイズの組み合わせによって変わります。 8 MB 、 1 6 MB 、64 MB 、 
m 96 MB のコンパクトフラッシュカードに記録できる画像コマ数の目安は次の通りです 


( JPEG 圧縮の性質上、撮影枚数は画像の絵柄によって大きく異なります)。 


FINE 


NORMAL 


BASIC 



FINE 


NORMAL 


BASIC 


[ 8 MB 力ード 

1 

6 MB カード 


XGA 

VGA 

FULL 

XGA 

VGA 

8 

19 

48 

16 

39 

97 

16 

37 

88 

32 

76 

177 

31 

71 

161 

63 

144 

324 

| 64 MB カード 

96 MB カード 

I FULL 

XGA 

VGA 

FULL 

XGA 

VGA 

66 

159 

390 

99 

238 

585 

131 

306 

709 

196 

459 

1064 

256 

578 

1301 

383 

867 

1951 
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画質モード 

コンパクトフラッシュカードを有効に利用するために、 
画像を圧縮して記録することができます。 
C 〇 0 LPIX 775 で用いられている JPEG 形式は、画像の 
圧縮率を高くすると、画像ファイルが小さくなり、コン 
パクトフラッシュカード内の空き容量が増えます。ただ 
し、圧縮してファイルを小さくすると、画質が悪くなる 
ことがあります。画質への影響は、被写体や、プリント 
する画像 • 液晶モニタに表示する画像のサイズによって 
異なります。 

画質モードは次の3種類から選択できます。 


1 



選択 > 設定 


=rhr±D 

5X 疋 

内容 

FINE 

画像を拡大する場合や、細かい模様や吊り橋のワイヤーなど細かくプリンタ 
で表現したい場合に適しています。画像ファイルは約1/4に圧縮されます。 

NORMAL 

通常の記念撮影などの画像をコンピュータの画面に表示したり、プリントす 
る場合に適しています。画像ファイルは約1/8に圧縮されます。 

BASIC 

電子メールで送る画像やホームページ用の画像に適しています。画像ファイ 
ルは約1/ I6 に圧縮されます。 


JPEG について 


「 JPEG 」 （ジェイペグと読みます）は JPEG 圧縮規格を策定した [Joint Photographic Ex ¬ 
perts Group 」 の略語です。 


@機能の詳^^撮影モ—ドのメニュ I 画面 
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画像サイズ 

画像サイズ（単位：ピクセル）を決定するメニューです。 
画像サイズが小さくてもノ 0ノコンで表示するには十分な 
大きさであるため、電子メールで送る場合やホームペー 
ジ用の画像として適しています。ただし、小さい画像サ 
イズで大きくプリントしようとすると、粒子があらい画 
像になります。コンパクトフラッシュカードの容量や撮 
影の状況に応じて画像サイズを選択してください。 


画像サイズは以下の3種類から選択できます。 


サイズ名 

サイズ 

(ピクセル） 

プリント（画面表 
示）時のサイズ* 

使用目的 

FULL 

1600X1200 

約13 x 10 cm 
(約56 x 42 cm) 

ノ Vガキのサイズからこの使用説明書のサイ 
ズ程度までの大きさで画像をプリントする 
場合に適しています。 

XGA 

1024 X768 

約9 X 7 cm 
(約 36X27 cm) 

名刺のサイズからカセットテープのサイズ 
でプリントする場合や、17インチモニタの 
全面に表示する場合に適しています。 

VGA 

640 X480 

約5 x 4cm 
(約 22X 17 cm) 

電子メールやホームページに利用する場合 
や、13インチモニタまたはカメラと接続し 
たテレビで画像を再生する場合に適してい 
ます。 


解像度の設定は次の通りです。 

プリント： 300dpi、 画面表示： 72dpi 


—® —参照べ-ジ 

P.64 電子メールやホームページ用の画像を撮影する 

P.72 プリント用の画像を撮影する 
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^画質モード表示と画像サイズ表示について 


AU 聯 


設定した画質モードと画像サイズは、右図のように液晶モニ 
夕に表示されます。 

* 画像サイズを 「FULL」 に設定している場合は、液晶モニタ 
に表示されません。 
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ホワイトバランス 


ホワイトバランスについて 

被写体に反射する照明光の色は、光源の色に左右されます。人間の目は、このような 
色の変化をとらえて修正することができます。そのため、晴天、曇り空、白熱電球や 
蛍光灯の室内など、光源の色に関係なく、人間の目に白い被写体は白く見えます。 

それに対して、カメラの場合、光源の色が変わると「白」がやや青や赤、または黄色っ 
ぼく表現されることがあります。そのため、デジタルカメラは、照明光の色に合わせ 
て調整を行い、人間の目で白く見える色を画像でも白く見えるようにする「ホワイト 
パランス」機能を装備しています。 


ホワイトバランスの設定 

「ホワイトバランス」は、 AUTO 撮影モード画面のメ 
ニューで設定することができます（シーンモード時は、照 
明光の状況に応じてホワイトバランスが自動的に設定さ 
れます)。ホワイトパランスには以下の種類があります。 


WT ] 

1001^プリセット 
太_光 


§ mm 


WM % スビ=■ド5ィト 

0 

III 設定 

内容 

A 

才一卜 

照明の状態に合わせて、ホワイトバランスを自動的に調 
整します。ほとんどの場面で使用できます。 

人 

プリセツト 

撮影者が白い被写体を基準にホワイトバランスを調整す 
ることができます。セツト方法は次のページを参照して 
<ださい。 

■太1光 

太陽光の下で撮影するときに使用します。 

桑 

電球 

白熱電球を灯している室内で撮影するときに使用します。 

，川、 

茧光灯 

蛍光灯を灯している室内で撮影するときに使用します。 

曇天 

曇り空の下で撮影するときに使用します。 

% 

スピードライト 

スピードライト撮影をするときに使用します。 
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プリセツトホワイトバランスについて 

プリセツトホワイトバランスは、強い色合いの照明下で 
ホワイトバランスを調整する場合に使用します（赤みが 
かった照明下で撮影した画像を、普通の照明下で撮影し 
たように見せる場合など）。「ホワイトバランス」メ 
ニューから(プリセツト）を選択すると、液晶モニタ 
に右のようなプリセツトホワイトバランス設定画面が表 
示されます。 





5HJ 中 

5X 疋 

内容 I 

前回の設定 

前回プリセットされたホワイトバランスに設定します。 

新規設定 

新しいホワイトバランス値を測定するために、紙などの白い被写体を 
用意して、撮影に使用する照明下に置きます。次に、被写体がプリセッ 
トホワイトバランス設定画面の中心の四角形（上図参照）に合うよう 
に、構図を決めます。「新規設定」を選択して、マルチセレクターの了 
を押すと、新しいプリセットホワイトバランス値が測定されます。プ 
リセット中にはシャッターが切れる音とズームレンズが作動しますが、 
画像は記録されません。 


影 

モ 

I 

ド' 

の 

と 

ZL 

I 

画 

面 


^ ホワイトバランス表示について 

ホワイトバランスを AUTO 以外に設定すると、設定したホワ AUTO 告 

イトバランス表示が液晶モニタに表示されます。 


NORMAL 
I 101 
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連写 

「連写」メニューは、シャッターボタンを押した時に画像 
を1枚撮影する「単写」、シャッターボタンを押し続ける 
ことにより画像を連続撮影する「連写」、1回シャッター 
ボタンを押すと連続して16枚撮影できる「マルチ連写」 
から選択できます。 



5/Ti 中 

5X 疋 

内容 

囹 

単写 

シャッターボタンを深く押し込むごとに1枚の画像を撮影します。そ 
のままシャッターボタンを押し続けても、次のコマは撮影できません。 

a 

連写 

シャッターボタンを深く押し続けることにより、連続撮影を行います 
(約1 .5 コマ/秒： FINE • FULL 参考値)。人物撮影で一瞬の表情を捉 
えようとする場合や、予想できない動きをする被写体を撮影する場合 
に便利です。連写にセットした場合には、スピードライトは発光しま 
せん。また、フオーカスモード、露出、ホワイトパランスは連写の最 
初の画像で決定されます。 

_ 

マルチ連写 

マルチ連写は、画像サイズを FULU こセットした時のみセット可能で 
す。シャッターボタンを深く押し込むと、1度に連続して16枚の連続 
撮影を行います。400 X 300ピクセルの16コマのサムネイル画像 
は、1つの画像ファイル （16 〇 0 X 1200 ピクセル）に保存されます。 
マルチ連写にセットした場合には、スピードライトは発光しません。 
また、フオーカスモード、露出、ホワイトパランスはマルチ連写の最 
初の画像で決定されます。 
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Q データを記録する場合の注意 


コンパクトフラッシュカードに画像を記録している間は、緑色 LED が点滅します。この緑色 
LED が点滅中は、カメラからコンパクトフラッシュカードを取り出したり、バッテリーや専用 
AC アダプタを抜いたりしないでください。データが失われたり、カメラや力ードが損傷する 
原因となります。コンパクトフラッシュカードを取り出すときは、カメラの電源をオフにして 
ください。 


□ 連写モード表示 


「連写」メニューで「単写」以外に設定すると、連写モード表示 
が液晶モニタに表示されます。 



© 


NORMAL 
I 1®! 


—時保存メモリ 


このカメラには、撮影中に一時的に画像を記録するための一時保存メモリが装備されています。 
画像がコンパクトフラッシュカードに記録される時間を待つことなく、連続して撮影すること 
ができます。 

一時保存メモリに記録できる画像数は画質モードと画像サイズよつて異なります。 

一時保存メモリが一杯になると、画像データがコンパクトフラッシュカードに記録され、画像 
の撮影が可能になるまで砂時計アイコン （g) が液晶モニタに表示されますが、一時保存メモ 
リが使用できるようになると、すぐに撮影を再開できます。 

「連写」に設定している場合は、シャッターボタンを押し続けている間、連続して撮影できます。 
ただし、撮影のスピードは一時保存メモリが一杯になると遅くなります。 
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BSS メニュー 

巳 SS は 、 Best Shot Selection (ベストシヨットセレク 
シヨン）のことで、最大10コマの連続撮影を行い、最も 
シャープだと判断される画像をカメラが選択し、その1コ 
マだけをコンパクトフラッシュカードに記録します。 

巳 SS を 0 N にすると、次のような撮影時に効果的です。 

• カメラを望遠側にズーミングしている場合、または 
テレコンノ（ータを使用している場合 

• マクロ撮影時（レンズ先端からの距離が 30 cm 以内の被写体を撮影するとき） 

• 照明が暗いときにスピードライトを使用できない場合（例えば、スピードライト 
が届かないところに被写体があつたり、暗い照明の状態で自然な光を撮影する場 
合など） 

巳 SS を設定しても、動いている被写体を撮影したり、連続撮影中に構図を変えると、 
適切な結果が得られない場合があります。 


BSS は次のように設定します。 


=nie±5 

5 X 疋 

内容 

OFF 

巳 SS をセットしません。カメラは通常の動作をします。 

ON 

シャッターボタンを深く押し続けていると、最高で10枚の画像を連続撮影 
します。撮影された画像のうち、より鮮明な画像を1コマ選び、コンパク 
トフラッシュカードに記録します(細部がいちばん鮮明に写っている画像)。 
フオーカスモード、露出、ホワイトバランスは撮影する最初の画像で決定し 
ます。スピードライトの発光は自動的に発光禁止になります。 


100 



@機能の詳 T 撮影モ—ドのメニユ—画面 

















@「連写」、「マルチ連写」時の BBS について 


「連写」か「マルチ連写」に設定しているときは、 BSS を使用できません。「連写」か「マルチ 
連写」モードを選ぶと、 BSS が自動的にキャンセルされます。 


BSS 表示について 

BSS が ON に設定されていると、液晶モニタに日 SS 表示が表 
示されます。 
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露出補正とは、カメラが決めた適正露出値を意図的に変 
えることをいいます。被写体が非常に明るかったり、非 
常に暗かったりする場合や、被写体の明るさの差が著し 
く異なる場合は、撮影目的や条件に合わせて露出補正を 
セツトすると、作画意図に応じて撮影できます。「露出補 
正」は、 一2.0 EV から +2.0 EV までの範囲で、露出値 
を調整できます。 



露出補正は AUTO モードでのみ利用できます。シーンモードでは自動的に露出が調整 
されます。 


1 
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^露出補正値の選択 


構図の大部分が非常に明るい場合（太陽が反射する水や砂、雪を撮影する場合など)、背景が被 
写体よりも明るすぎる場合などは、+値側を選択してください。また、構図の大部分が非常に暗 
い場合（濃い緑の森を撮影する場合など)、背景が被写体よりも暗すぎる場合などは、一値側を 
選択してください。カメラは、適正露出になるように、構図全体が明るいときは自動的に露出値 
を一側に、暗いときは自動的に露出値を+側にする傾向があります。そのため、極端に明るい被 
写体は自然と暗くなり、極端に暗い被写体は明るさが増して、「色あせ」効果が起こります。 
露出補正をセットする場合は、液晶モニタで被写体を確認しながら調整することをおすすめし 
ます。画像が暗すぎるときは露出値を+側に、明るすぎるときは露出値を一側にセツトします。 


^露出補正値表示 

露出補正の設定が0以外の場合、液晶モニタに露出補正値が表 
示されます。 
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輪郭強調 

撮影シーンや好みに応じて、記録する画像の輪郭の強弱 
を調整します。 AUTO 撮影モード画面の「輪郭強調」メ 
ニューを使用すると、輪郭を強調する度合いを意図的に 
調整できます。 


中 

5 X 疋 

内容 

A0 

カメラが、撮影した画像から最適な輪郭を自動的に調節します（調整 

AUTO 

は画像によって異なります)。 

◊ 

標準 

撮影したすべての画像を標準的な輪郭に固定します。 

令 

輪郭の強調を強めにセットします。個々の被写体の境目がはっきりとし 

強 

た画像になるため、画像にメリ八リをつけたい場合などに使用します。 

〇 

輪郭の強調を弱めにセットします。個々の被写体の境目がソフトな感 

1 君 

じの画像になります。 

公 

OFF 

輪郭強調しません。 
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m 

輪郭強調の効果は液晶モニタで確認できません。 


輪郭強調表示について 

輪郭強調を AUT ◦と OFF 以外に設定すると、輪郭強調表示が 
液晶モニタに表示されます。 



AU 辦 


© 

NORMAL 
I 101 
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ここでは SET - UP メニューについて説明します。 SET - UP メニューで、基本 
的なカメラ設定の変更や、コンパクトフラッシュカードのフオーマツトなどを 
行うことができます。 


1 SS^AUTO モード)、または m、 P MENU ポタンを押します。現 
E、f、S、H、 _、基(シー 在の撮影モードのメニュー画 

ンモード）を選択します。 面が表示されます。 



〇マルチセレクターの) y ポタン 
w を押します。タブ n」 が選択 
されます。 

• タブ「1 」が選択されると、赤く表 
示されます。 


A ▼ポタンを押します。タブ 「S」 
■' が選択されます。 

• タブ 「 S 」 が選択されると、赤く表 
爪己れます。 




1^ ]： ボタンを押します。 SET-UP 
メニューが表示されます。 
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SET-UP メニューは 2 ページで構成されています。 


Wf _ u -_3 

hi 

s 

口 



SET-UP メニュー （1 ページめ） 


画面の明るさ 

液晶モニタの明るさを調整します。 

® P .109 

転送設定 

撮影時に、画像をパソコンに転送する設定にするか、転送しない設定にす 
るかを指定します。 


® P .1 10 



連番モード 

_画像のファイル名に連続する通し番号を自動的に付けます。 


閿 p.i 11 


ヵィ 7 ォーマ外 ^カードフオーマツト 

コンパクトフラッシュカードをフオーマツトします。 






^ P .1 12 



3 日時設定 

カメラに内蔵された時計の日時を設定します。 



^ P .1 13 

3 パワーオフ設定 

バッテリー節約のため、液晶モニタが自動的に消灯するまでの時間を設定 
します。 

^ P .1 13 


聞参照ページ 


機能の詳 ^~ SEI - UP メニユ I 


P .15 メニューを見る 
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■r_ agiw _3 

K 


SET-UP メニュー （2 ページめ） 


W K デ3¢：•モード 1 

ビデオモード 

ビデオ出力の方式を NTSC か PAL に設定します。 


■ i>'iK»ia 

■ SS (LANG) 

[— 

^ P.1 14 

W 曾积 (LANG) 1 

1 - 

I 

言語 

メニューやメッセージを表示する言語を、英語か日本語のいずれかに設定 


します。 




® P.115 
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画面の明るさ 


液晶モニタの明るさを調整します。マルチセレクターの ▲ 
または▼を押すと、画面右の矢印が上下に動き、液晶モニ 
夕の明るさが増減します。明るさは画面の中心を見て確認 
しよす 0 

• 液晶モニタの明るさは、矢印を合わせた時点でセツト 
されます。 






転送設定 

撮影時に、画像をパソコンに転送する設定にするか、転 
送しない設定にするかを指定します。転送設定を ON に 
して撮影すると、撮影されたすベての画像は自動的に転 
送設定され、転送マーク/^が表示されます。転送設定 
を OFF にして撮影すると、設定以降に撮影された画像は 
転送設定されず、転送マークめダは表示されません。 

• Nikon View 4を起動しているパソコンにカメラを接 
続して、 TRANSER ボタンを押すと、転送設定されて 
いる画像は自動的にパソコンに転送されます。 


=nie±5 

5 X 疋 

内容 

ON 

撮影時に、画像や動画に転送マーク _ をつけ、転送設定します。 

OFF 

撮影時に画像や動画を転送設定しません。 


□ 転送設定についてのご注意 

1枚のコンパクトフラッシュカードに転送設定ができる画像は999コマまでです（画像のファ 
イル番号に関わらず、どのファイル番号でも転送設定できます)。 

999コマを超える画像を転送する場合は Nikon View 4を使用すると、一括または10◦◦コマ 
以上の画像を選択して転送できます。 

カメラで転送する場合は転送済みの画像を転送マーキング設定から、一度、全 OFF にして転送 
されていない残りの画像に転送設定して転送できます （ffi P .134)。 
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連番モード 


撮影した画像が記録されるとき、各画像に 「DSCN + 4 
桁の数字」のファイル名が撮影順に自動的に付きます。連 
番モードを ON にすれば、複数のコンパクトフラッシュ 
カードを使用しても、同名の画像ファイルが複数混在す 
ることなく、コンピュータに取り込んで管理するときに 
便利です。 


画面の明るさ 
転送設定 


カードフ オー マツト| 
s 日時設定 


パワーオフ設定 


中 

5X 疋 

内容 

ON 

連番モードを ON にセットすると、コンパクトフラッシュカードを交換した 
り、フォーマットしたりしても画像ファイル名は撮影順に連続した番号がつ 
けられます。このため、同じ名称のファイルが作成されず、画像をコン 
ピュータに取り込んで管理するときに便利です。 

OFF 

連番モードを OFF にセットします。使用できるいちばん小さい番号から 
ファイル番号がつけられます。 

セット 

連番モードをいったん解除し、次回の撮影以降再び00〇1から連番を付け 
ます。すでに番号がある場合は、次の番号から連番を付けます。 


ファイル名とフォルダ名について 


C ◦〇 LPIX 775 で言己録した画像には' 「 DSCNOOOO _ JPG 」 とし、うフアイ J レ名が付けられます。 
0000は4桁の数字で、カメラが自動的に指定します （ DSCN 0001. JPEG など)。動画の場 
合、 「 JPG 」 の代わりに 「 MOV 」 という拡張子が入ります （ DSCN 0001 . MOV など)。 

また、記録された画像は、「10◦〜999までの3桁の数字+ NIKON 」 （「1 OOMKON 」 など） 
という名称のフォルダに保存されます。 


機能の詳 ^~ SEI - UP メニユ I 


7 / / 



























力ードフオーマツト 


コンパクトフラッシュカードをフォーマットする場合に 
使用します。 

コンパクトフラッシュカードをはじめて使用する場合に 
は、力ードのフォーマットが必要です。フォーマットを 
行うと、コンパクトフラッシュカードに記録されたデー 
夕はすべて失われますのでご注意ください。 



1 設定 

内容 

いいえ 

コンパクトフラッシュカードをフォーマットしません。 

フォーマツト 
する 

コンパクトフラッシュカードをフォーマットします。 


カードフォーマツトをする際の注意点 


「カードフォーマット中」のメッセージが液晶モニタに表示されている間は、カメラのバッテ 
リーを抜いたり、コンパクトフラッシュカードを取り出したりしないでくださし、フォーマッ 
卜が完了すると画面は SET-UP メニューに戻ります。フォーマットすると、コンパクトフラッ 
シュカードに記録した画像はすべて消去されますのでご注意ください。 
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日時設定 


カメラに内蔵された時計の日付と時刻を設定します。く 
わしくは、「基本操作一撮影前の準備」をご参照ください 
P.42) 0 


s 


パクーオフ設定 

バッテリーを使ってカメラを操作する場合、3◦秒間（メ 
ニューが表示されているときは3分間）カメラの操作を 
行わないとカメラは低消費電カモードに切り換わります。 

• 低消費電カモードに切り換わるまでの時間は、パワーオ 
フ設定メニューで30 S (3 ◦秒)、1 M (1分)、5 M 
(5 分)、または30 M (3 ◦分）に設定できます。 


パ g =建7靈蜜 


画面の明るさ 
転送設定 
連番モード 


カードフオーマツト DIQI 
日時設定 ms 


@ 6V リチウム電池 （2CR5) を使用する場合 

6V リチウム電池 (2CR5) をご使用の場合には、カメラの温度が高くなりやすいので、パワー 
オフ設定は5分以内をおすすめします。 


^低消費電カモード（才ートパワーオフ） 

低消費電カモードでは、カメラの機能はすべて停止して、バッテリーの消耗を抑えます。マル 
チセレクターや MENU ボタンを押すか、モードダイヤルを切り換えるか、シャッターボタンを 
半押しすると低消費電カモードは解除され、緑色 LED が点灯し、液晶モニタが点灯します。 


^ AC アダプタを使用する場合_ 

カメラの電源として、 AC アダプタ/バッテリーチャージャ ーEH-21 (別売：® P.146) を使 
用している場合は、低消費電カモードに切り換わる時間は3◦分間に固定されます。ただし、力 
メラをテレビやビデオに接続していると、液晶モニタを消灯した後もビデオ出力が行われます。 
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ビデオモード 

ビデオ出力方式を選択します。カメラに接続するビデオ 
出力方式に合わせて設定してください。 


W ~ K デオモ=摴 、 

語 （ LANG ) 


msm 

内容 

NTSC 

カメラを NTSC 形式のビデオに接続する場合に使用します。 

(日本国内のビデオ出力方式） 

PAL 

カメラを PAL 形式のビデオに接続する場合に使用します。 

(欧州のビデオ出力方式） 


P ビデオモードについて 


PAU こセツトした場合は、ビデオケーブル接続中に液晶モニタは表示されません。 


閿 


参照べージ 


P.135 テレビやビデオなどで画像を再生する 
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言語 （ LANG ) 


メニューやメツセージを表示する言語を選択する場合に 
使用します。 

E :英語表示 
J :日本語表示 



機能の詳 ^~ SEI - up メニュ I 


5 









画像の再生 


モードダイヤルを E に設定したときに実行できる操作について説明します。 





基本的な再生 .® P.l 18〜123 

マルチセレクターやカメラの背面にあるポタンを使う以下の操作について説明します。 

• コンパクトフラッシュカードに記録した画像の再生 [1 コマ再生モード、サムネイルモー 
ド （9 コマか4コマ)] 

• 動画の再生 
• 画像の削除 
• 拡大表示モード 

• パソコンに転送する画像の転送設定 


再生メニュー .® P . 124〜134 

再生メニューで行う以下の操作について説明します。 

• 複数画像の削除 

• コンパクトフラッシュカードに記録した画像のスライドシヨー（自動連続再生） 

• プ□テクト設定 

• デジタルプリントオーダーフォー マッ ト （DPOF) のプリント指定 
• パソコンに転送する画像の転送設定 


テレビやビデオなどで画像を再生する .® P.l 35 

カメラをテレビに接続して、撮影した画像をテレビで再生する方法について説明します。 


m 機能の詳 T 画像の再生 
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基本的な再生 

回- 

^ モードダイヤルを0に回すと再生モードになり、液晶モ 
_ ニタには最後に撮影された画像が表示されます。ここで 
® は、マルチセレクターやカメラの背面にあるボタンを使用 
m する再生モードの操作について説明します。 


の 


1コマ再生モード 

1コマ再生モードでは、次の操作ができます。 




II 機能 

ポタン 

内容 

他の画像を 
見ます 


マ)レチセレクターの▲を押すと、現在液晶モニタに表示され 
ている画像の1つ前に撮影した画像を見ることができます。 
また、▼を押すと、現在表示されている画像の次に撮影した 
画像を見ることができます。 

画像情報 
の表示/非表示 
を切り換えます 
(圄 P.120) 

❹ 

マルチセレクターの w を1回押すと、画像情報が非表示に 
なり、2回押すと画像情報付きの画像が表示されます。 

動画を 
再生します 

P.121) 

@ 

動画撮影されたファイルは、先頭コマの静止画が表示され、 
画面上に動画ファイルであることを示すアイコン藏が表示 
されます。 
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機能 


ポタン 


画像を 
削除します 

1 

(i4A0) 

画像再生時に！)を押すと、削 T — -3 

除確認画面が表示されます。 

マルチセレクターの▲または 
▼を押して、「はい」か「いい 
え」を選択します。マルチセレ 
クタ—の了を押すと選択が実 

し3°選択すると画像が ■ |i, " 1 '■ 

削除されます。 

• 「いいえ」を選択すると再生モードに戻ります。 

複数の画像を 
見ます 
(ffi P.123) 

(^<§>) 

E3 ボタンを1回押すと、9コマ、2回押すと4コマのサム 
ネイル画像（縮小表示画像）が表示されます。3回押すと1 
コマ再生モードに戻ります。 

画像を 

拡大表示します 
(ffi P.122) 

9 

(QUICKH) 

q ボタンを押すと、画像の中心が拡大されて液晶モニタ全体 
に表示されます。画像の拡大表示中にマルチセレクタ_を押 
すと、画像の他の部分も見ることができます。拡大表示を 
キャンセルするときは q ボタンをもう1度押してください。 
(拡大機能は動画再生時には使用できません） 

パソコンに 
転送する画像を 
選択します 

TRANSFER 

1コマ再生モードおよびサムネイルモード時に、転送設定さ 
れた画像には ^ マークが表示されます。転送設定されて 
いない画像を転送設定したい場合は、 TRANSFER ボタンを 
押してください。画像がすでに転送設定されている場合、 
TRANSFER ポタンを押すと、転送設定が解除されます。 

再生メニューを 
表示します 

MENU 

MENU ボタンを押すと、再生メニューが表示されます。 


^画像再生について 


• 1コマ再生モードでは、コンパクトフラッシュカードから画像を読み込んでいる間に表示さ 
れる画像の解像度は低くなります（画質が粗くなります)。これは、設定した画質になるま 
で待たずに画像を表示して、力ード内の画像を素早くスクロールできるようにするためです。 

• マルチセレクターの▲または▼を押し続けると、表示される画像は変わらずに、液晶モニタ 
の右下に表示されるコマ番号が増減します。表示したいコマ番号が表示されたらマルチセレ 
クターから指を離すと、表示したい画像が表示されます。 

• 最初の画像が表示されているときにマルチセレクターの▲を押すと、最後の画像が表示され 
ます。最後の画像が表示されているときにマルチセレクターの▼を押すと、最初の画像が表 
示されます。 
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画像情報 

1コマ再生モードで表示される画像には画像情報が表示されます。画像情報を非表示 
にするには、マルチセレクターの yy を押してください。マルチセレクターの yy を 
2回押すと、画像情報が再び表示されます。表示される撮影情報は次の通りです。 


§=» s 


〇 —— FINE 



1 撮影日時 

2 撮影時刻 

3 画像サイズ表示 

4 画質モード表示 

5 ファイル名表示 

6 バッテリーチェック表示 



7 転送 マーク 

8 プリント表示 

9 プ□テクト表示 


10表示画像番号/総画像数 


• マルチセレクターの yy を押すごとに、液晶モニタの状態を次のように変更でき 
ます。 
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動画再生 



1コマ再生モードでは、撮影された動画を液晶モニタで 
再生することができます。液晶モニタには動画であるこ 
とを示すアイコン g が表示されます。動画再生は次の 
ようにマルチセレクターで行います。 


■ 


ポタン 

機能 

© 

動画再生を開始します。動画再生中にIボタンを押すと、動画は一時停止 
します。もう1度押すと再開します。 

© 

動画を一時停止している間に▲ボタンを押すと、動画中の1フレーム前の 
画像をコマ送りで再生します。 

© 

動画を一時停止している間に▼ボタンを押すと、動画中の1フレーム後の 
画像をコマ送りで再生します。 
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拡大表示モード 


機 


の 

詳 

細 

画 

像 

の 

再 
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9 (QUICKS) ボタンを押すと、1コマ再生モード時に表 
示された画像を2倍に拡大表示できます（拡大表示は動 
画では使用できません)。 



操作 

機能 

i 

園 

q ボタンを押すと、画像の中心が拡大されて液晶モニタ全体に表示されま 
す。もう1度押すと、拡大表示が終了します。 

1 


マルチセレクターで拡大表示を画像の別の部分に移動することができます。 
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サムネイルモード 

1コマ再生モード時に HO ⑨）ボタンを押すと、最大 
9コマまでのサムネイル画像（縮小した画像）が表示さ 
れます。サムネイルモードでは、サムネイル表示をコマ 
送りしながら選択したり、削除したり、パソコンに転送 
設定する画像を選択できます。また、選択した画像を画 
面全体に表示する1コマ再生することも可能です。 




m 

Ml 

二' A% 



_ 



機能 

ボタン 

内容 1 

画像を 
選択します 

© 

マルチセレクターの ▲/▼/vy /Iを押して画像を選択 
します。 

大きなサイズで 
画像を 
表示します 

(V⑨） 

サムネイル画像が9コマ表示時に E3 ボタンを1回押す 
と、4コマのサムネイル画像が表示されます。0ポタン 
をもう1度押すと、選択した画像が画面全体に表示 （1 コ 
マ再生モード）されます。 

選択した画像を 
削除します 

1 

(i4A0) 

1ボタンを押すと、削除確 W 
認画面が表示されます。マ L 
ルチセレクターの▲、▼を 
押して「はい」か「いいえ」 

を選択します。マルチセレ 
クターの了ボタンを押す 
と、選択が実行されます。 

• 「はい」を選択すると画 
像が削除されます。 

• 「いいえ」を選択すると画像? 
戻ります。 

i m 

ザ記録されて撮影モードに 

パソコンに 
転送する画像を 
選択します 

TRANSFER 

転送設定された画像には ^ が表示されています。転送 
設定されていない画像を選択して TRANSFER ポタンを 
押すと、転送設定され、が表示されます。画像がすで 
に転送設定されている場合は、 TRANSFER ボタンを押 
すと、転送設定が解除され、/^が消えます。 
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再生メニュー 

再生メニューには、画像の削除や、不用意に画像を削除しないようにするプ□テクト 
設定、1枚ずつ画像を自動再生するスライドシヨーなどがあります。また、デジタル 
プリントオーダー フォーマツ ト （DPOF) 対応のプリンターで画像をプリントするた 
めのプリント指定や、撮影した全画像をパソコンに転送するかどうかの選択ができま 
す。 


再生メニューの表示方法は次の通りです： 

1 H を選択します。 p MENU ポタンを押すと再生 

メニューが表示されます。 




—® — 参照べ-ジー 

P.15 メニューを見る 
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再生メニューには次の項目があります。 



再生メニュ - 


削除 


全画像、または選択した画像の削除、およびプリント指定を解除する場合 
に使用します。 

閿 P. 126〜127 

スライドシヨー 

コンパクトフラッシュカードに記録されている画像を順番に自動再生します。 
また、再生する間隔を設定することができます。 


®P. 128〜129 


=プロテクト設定 


^il ； 不用意に画像を削除しないように画像にプロテクト（保護）をかけます。 

- 聞 P.13 ◦〜131 

プリント指定 

DPOF 対応プリンタでプリントする画像を選択し、プリント枚数やプリン 
卜時に書き込む撮影情報 • 日付を設定します。 

圊 P.132 〜133 

i 転送マーキング設定 

撮影した全画像をパソコンに転送する設定にするか、または全画像を転送 
しない設定にするかを選択します。 







P.134 
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削除 

画像の削除方法を以下から選択できます。 
• 選択した画像の削除 
• 全画像の削除 
• プリント指定の解除 


選択画像の削除 

選択した画像を削除します。 


❶ 






「選択画像削除」を選択します。 


「削除選択画面」のサムネイル画像が表示され 
ます。 



画像を選択します。 マルチセレクターの▲または▼を押して、削 

除する画像を設定します。 

設定した画像には1が表示されます。手順の 
3と4を繰り返して、削除する画像を選んで 
ください。画像の選択を取り消すときは、す 
でに選択した画像上でもう一度▲または▼を 
押して、"®の表示を消してください。 


@画像の削除について 


• 肖！ J 除した画像は元に戻すことはできませんのでご注意ください。残しておきたい画像はパソ 
コンに転送して保存することをおすすめします。 

• アイコンが表示されている画像はプ□テクト（保護）設定されているので削除できま 

せん P .130 ) o 
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❺ 


QUICKS ボタンを押すと削除確認画面が表示されます。マルチセレクターの▲または ▼ 
を押して「はい」か「いいえ」を選択します。マルチセレクターの];を押すと選択が 
実行されます。 

「はい」 を選択すると選択した画像がすべて 
削除されます。 

「いいえ」 を選択すると画像が削除されずに 
再生メニューに戻ります。 



全画像の削除 

コンパクトフラッシュカードのすべての画像を削除します。 



「全画像削除」を選択します。 削除確認画面が表示されます。マルチセレク 

ターの ▲または▼を押して「はい」か「いい 
え」を選択します。マルチセレクターの T ポ 
タンを押すと選択が実行されます。 ^ 

• 「はし、」 を選択するとコンパクトフラッシュ 
力ード内のすべての画像が削除されます 
(プ□テクト設定されている画像は削除され 
ません)。 

• 「いいえ」 を選択すると画像が削除されずに 
再生メニューに戻ります。 

「プリント指定」の解除 

再生メニューの「プリント指定 」 （ffi P .132) で設定したプリント指定を一括で解除 
し 〆 9 〇 


@「プリント指定」の解除についてのご注意 


「プリント指定」の解除を実行すると、プリント指定ともに動画にセツトされた転送マークも解 
除されますので、ご注意ください。 


m 機能の詳 T 画像の再生 
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画像を順番に自動再生します。「開始」を選択すると、コ 
ンパクトフラッシュカードに記録されているすべての画 
像が記録した順に一定間隔で再生されます。 



スライドショーの開始 



❷ 


マルチセレクターの了を押すとスライド 
シヨー が開始されます。 

• コンパクトフラッシュカードに記録されて 
し、る最初の画像から、記録された順番で画 
像が1コマずつ表示されます。最終コマま 
で表示した後は、最終コマを表示して「一 
時停止」画面になります。 



• 動画は、最初のスタート画面が静止画像と 
して再生されます。 


^パワーオフ設定_ 

スライドシヨーの開始後30分経過すると才一トパワーオフ機能 （ BBP .113) が働き、液晶 
モニタが自動的に消灯します。 
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スライドショーの再生中の動作は、次の通りです。 


機能 

ポタン 

内容 ■ 

スライド シヨ ー 

を一時停止 
します 

(^< s >) 

0ポタンを押すと、スライド P 
ショーが一時停止し、右図のよ 
うな画面が表示されます。スラ 
イドショーを再開するには、マ 
ルチセレクターで「再開」を選 
択し、 I を押すと選択が実行さ 
れます。 

111 

スライド シヨ ー 
を終了します 

MENU 

MENU ボタンを押すとスライドシヨーが終了し、再生画面に 
戻ります。 


インターバル設定 

• スライドシヨーでの1コマの画像を表示する時間を 
変更することができます。はじめにセツトされてい 
るインターバルは3秒で、その他2秒、5秒、1〇秒 
と変更できます。 

• インターパルを変更するには、「インターバル設定」 
を選択して、マルチセレクターの];を押すと、右図 
のようなインターバリレ設定メニューが表示されます。 
希望するインターバルを選択し、マルチセレクター 
の丁を押すと設定されます。 


「 


@インターパル設定 


実際のインターバル時間は、画像のファイルサイズやコンパクトフラッシュカードから読み込 
むスピードによってメニューの値とは異なる場合があります。 


機能の詳 T 画像の再生 
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プロテクト設定 

「プロテクト設定」を選択すると、右図のような画面が表 
示されます。この画面で、コンパクトフラッシュカード 
に記録されている画像を誤って削除しないようにプ□テ 
クト（保護）をかける画像を選択します。 




マルチセレクターの yy または]' を押して、 
画像を選択します。 


▲または▼を押して、プ□テクト設定を行い 
ます。 

• プ□テクト設定された画像には_アイコ 
ンが表示されます。 

• 1と2の手順を繰り返し、プ□テクトをか 
ける画像すべてを選択します。 

• プ□テクトを解除する場合は、すでに選択 
した画像上でもう一度▲または▼を押して 
アイコンを消してください。 


1 

プ□テクト設定をした画像は簡易再生モード、1 コマ 再生モード、サムネイルモードで削除が 
できなくなります。ただし、 コン パクト フラッシュカー ドを フォーマッ トするとプ□テクト設 
定された画像を含んだ全ての画像が消去されてしまいますのでご注意ください。 
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❸ 


QUICKER ボタンを押すと操作完了です。画像のプ□テクト状態を変更しないでプ□テク 
卜設定を終了する場合は、メニューボタンを押してください。 
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「プリント指定」を選択すると、右のような「プリント画 
像選択」画面が表示されます。この画面では、プリント 
する画像を選択し、プリント枚数を指定します。選択さ 
れた画像には、プリント時に撮影情報（シャッタース 
ピード、絞り値）や撮影日を印字することができます。 




マルチセレクターの）！ y または I を押して、 
画像を選択します。 


▲を押して、プリント指定を設定します。設定 
された画像には fl アイコンが表示されます。 


デジタルプリント オーダーフォーマッ ト （ DPOF ) 

「プリント指定」画面で設定した情報は、デジタルプリントオーダー フォーマッ ト （ DPOF ) で 
コンパクトフラッシュカードに保存されます。プリント指定を終了したら、コンパクトフラッ 
シュカードをカメラから取り出して、 DPOF 対応プリンタ（家庭用プリンタ、またはプリント 
ショップのプリンタなど）に挿入してください。コンパクトフラッシュカードから直接画像を 
プリントすることができます。 


プリント指定の解除_ 

プリント指定の必要がなくなり、解除するときは、「削除」メニュー （® P .126) の「プリ 
ント指定」を選択してください。 
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マルチセレクターを使ってプリントする枚数を 
指定します。 

•▲を押すとプリント枚数は増加し（最高9 
枚)、▼を押すと減少します。 

• プリント指定を解除する場合は、プリント枚 
数が1のときにマルチセレクターの▼を押し 
てください。 

• 1〜3の手順を繰り返して、プリントする画像をすべて選択します。 

• プリント指定を変更せずに終了するときは、メニューポタンを押してください。 



❹ 

QUICKS ポタンを押すと操作が完了し、プリン 
卜指定のメニューが表示されます。マルチセレ 
クターの▲または▼を押してプリント時に印字 
する情報を選択してください。 

• 選択したすべての画像の画像情報をプリント 
するときは、「撮影情報」を選択して了ボタ 
ンを押します。項目の前のボックスにチェッ 
クが入ります。 

•選択したすべての画像の撮影日をプリントするときは、「日付」を選択して I ポタンを押し 
ます。項目の前のボックスのチェックが入ります。 

• 選択した項目のチェックは外すときは、その項目を選んで];ポタンを押してください。 

• プリント指定を終了し、再生メニューに戻るときは、「設定終了」を選んで I ポタンを押し 
ます。 

•プリント指定を終了し、再生画面に戻る場合は、メニューボタンを押してください。 


他のカメラで設定したプリント指定 

C 0 CLPIX 775 以外の他のデジタルカメラでプリント指定したコンパクトフラッシュカードを 
C 00 LPIX 775 に挿入してもプリント指定は認識されません。 C 0 〇 LPIX 775 で再度プリント 
指定してください。 


M 

コンパクトフラッシュカードには1度に1回分のプリント指定しか記録できません。 
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転送マーキング設定 


ra 削除 


^ 「転送マーキング設定」を選択すると、右のような画面 
1 が表示されます。撮影した全画像をパソコンに転送する 
の か、または全画像を転送しないようにするかを設定しま 



画 

像 

の 

再 

生 


=nie±5 

5 X 疋 

内容 

全 0 N 

撮影した画像全てを転送設定します。 

全 OFF 

撮影した全画像の転送設定を解除します。 


^転送マーキング設定についてのご注意 

コンパクトフラッシュカードにすでに記録した画像に対して、すべての画像に転送設定をセッ 
卜したり、すべての画像の転送設定を解除することができます。ただし、1枚のコンパクトフ 
ラッシュカードに転送設定できる画像は999コマまでです（画像のファイル番号にかかわら 
ず、どのファイル番号でも転送設定できます)。 

999コマを超える画像を転送する場合は Nikon View 4を使用すると、一括または100◦コ 
マ以上の画像を選択して転送できます。 

カメラで転送する場合は転送済みの画像を転送マーキング設定から、一度、全 OFF にして転送 
されていない残りの画像に転送設定して転送できます。 


C 00 LPIX 775 以外のニコン製デジタルカメラで設定した転送設定 

C 00 LPIX 775 以外のニコン製デジタルカメラで転送設定したコンパクトフラッシュカードを 
C 00 LPIX 775 に挿入しても転送設定は認識されません。 C 00 LPIX 775 で再度転送設定して 
<ださい。 
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テレビやビデオなどで画像を再生する 

カメラに付属するビデオケーブ ) レ EG -775 を使用して、 C 00 LPIX 775 をテレビやビデ 
才に接続できます。テレビには、液晶モニタに表示された画像がそのまま表示されます。 


2 


カメラの電源を OFF にセツトします。 


ビデオケープルをカメラに接続します。 

ビデオケーブルの黒い方のプラグを、カメラの 
ビデオ出力端子に接続します。 




3 

4 

5 


ビデオケーブルをテレビ（ビデオ）に接 
続します。 

黄色い方のプラグをテレビ（ビデオ）に接続し 
ます。 

テレビの入力切り換えをします。 
カメラの電源を ON にセツトします。 


X 


テレビには、液晶モニタの画像がそのまま表示されます。 



AC アダプタを使用する場合 

カメラを AC アダプタ/バッテリーチャージャ ー EH -21 (別売）に接続して使用すると、液晶 
モニタの才一トパワーオフは30分に固定されます。ただし、ビデオケーブルが接続されてい 
る場合には、ビデオ信号は継続して出力されます。 

• カメラの液晶モニタをオフにすると、テレビにはカメラの設定情報や撮影情報が表示されま 
せんのでご注意ください。 


ビデオモードについて （ SBP .114) 

SET - UP メニューのビデオモードでは、ビデオ出力形式を NTSC (日本国内)、または PAL (欧 
州）から選択します。カメラを接続したビデオの形式と選択したビデオ出力形式は必ず一致す 
るようにしてください。 

• PAL 形式に設定した場合、カメラの液晶モニタはオフになります。ただし、動画モードに 
セツトしている場合、カメラの液晶モニタはオンになりますが、ビデオ出力は一時停止とな 
ります。 
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接続 


Nikon View 4 がインス I '■—ルされたパソコンに、 C 00 LPIX 775 を接続す 
M ると、撮影した画像の楽しみ方が拡がります。パソコンに転送した画像を家族 
i や友人にインターネットを利用して送ったり、画像をフロッピーディスクなど 
© にコピーしてプリントショップなどでプリント出力したりできます。また、画 
||像をパソコンの八ードディスクに保存して、画像に文字や絵を書き込んだり、 
'|カラープリンタでプリントすることもできます。 

ここでは、カメラに付属の USB (ユニバーサルシリアルバス）ケーブル UC - E 2 
を使用してパソコンとカメラを接続し、撮影した画像をパソコンに転送する方法に 
ついて説明します。 

ご使用になるパソコンが USB インターフェースを装備していない場合は、 
力ードリーダー、または力ードス□ットを利用することにより、撮影した画像 
をパソコンで楽しむことができます。 



Nikon View 4リファレンスマニュアル CD - ROM の使い方 
パソコンの動作環境に関しては 、 Nikon View 4のリファレンスマニュアルをご覧ください。 


■ Nikon View 4について 


US 巳ケーブル UC - E 2 を使用して、 C 〇 0 LPIX 775 からパソコンへ画像を転送するには、カメラ 
に付属された Nikon View 4が必要です。パソコンに、他のニコン製デジタルカメラ用の Nikon 
View がすでにインストールされている場合は、 C 00 LPIX 775 に付属の Nikon View 4をイン 
ス I -ールしてください。 


■ DCF にっぃて 

C ◦〇 LPIX 775 は、 DCF に準拠しています 。 Design rule for Camera File system ( DCF ) は、 
各社のデジタルカメラで記録された画像ファイルを相互に利用し合うための画像フォーマツトです。 
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Nikon View 4 のインストール 

Nikon View 4をご使用になる前に、インストールマニュアルをお読みください。イ 
ンス I -- ルマニュアルはカメラに付属の Nikon View 4リファレンスマニュアル CD - 
ROM の中に入っています。 


Nikon View 4リファレンスマニュアル 
CD - ROM をパソコンの CD - ROM ドライ 
ブに挿入します。 

パソコンを起動し、 CD - ROM ドライブに Nikon 
View 4リファレンスマニュアル CD - R 〇 M を挿入 
してください。 




Windows の場合：「マイコンピュータ」のアイコンをダブルクリックしてウイン 
ドウを開き、その中の Nikon アイコンをダブルクリックする 
と 、 Nikon View 4 リファレンスマニュアル CD - ROM ウイン 
ドウが開ぎます。 


Macintosh の場合：デスクトップ上に Nikon View 4リファレンスマニュアル CD - 
ROM ウインドウが自動的に開きます。 



3 Windows XP Home Edition/Professionak Windows 2000 Professional 
をご使用になる場合のご注意 


Nikon View 4をご使用になる場合（インス!ル/アンインス!ルする場合も含む）は、 
「コンピユータの管理者」アカウント （Windows XP Home Edition / Professional の場合） 
もしくは 「 Administrator 」 アカウント （Windows 2000 Professional の場合）で□グオ 
ンして < ださい。 


^ Nikon View 4をインス!ルする前に 

Nikon View 4をインス I ルする前に、付属の画像データべースソフトをインス I ルして 
ください。 
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Adobe Acrobat Reader をインストールします。 


Nikon View 4 のインス I ルマニュアルは PDF 形式で書かれています。マニュ 
アルを読むには 、 Adobe Acrobat Reader 4.0 以降が必要です。すでにシステ 
ムに Adobe Acrobat Reader がインストールされている場合は、ステップ3に 
お進みください。 


Adobe Acrobat Reader をインストールする 
には、まず Japanese のフォルダをダブルク 
リックして、次にインス!ラーアイコンを 
ダブルクリックします。インス!ル開始画 
面が表示されますので、画面に表示される指 
示に従ってインス I ルを完了してください。 

jS | Acrobat Reader 4.05 ゥフ。アロク。％へよう 

腾 * crobat 

この6ゥトアゲ T フ•的*，実行す亡前に、すべての Wlndo*s 
: TD ク•'ラ t? 必ず終了して下さい。 

驢職歡龄贺終?監腎沿/こ後' 現 

籠^只® r 蜜•■弗は' 菩作梅法ぉょひ綱綱こょって 

訖滥離#止-廳駿，遍^ 



令 


含 


ar 405 jpn Japanese Reader installer 
インストーラー インストーラー 

アイコン アイコン 

( Windows ) ( Macintosh ) 


hr 





Acrobat* Reader 4 


_ こ®インスト_|1■プログラム MindVisim Vフトウエア® Installer VISE されました. 


Adobe Acrobat Reader インストール 
開始画面 （ Windows ) 


Adobe Acrobat Reader インストール 
開始画面 ( Macintosh ) 


O Nikon View 4インストールマニュアルの指示にそって 、 Nikon 
View 4をインストールします。 




Nikon ウインドウ内の INDEX . pdf アイコンをダブルク 
リックして 、 Nikon View 4のリファレンスマニュアル 
の見出し （ INDEX ) を表示させてください。ご使用のシ 
ステムに応じたインス I ルマニュアルを参照してくだ 
さい。インストールマニュアルは Acrobat Reader の 

[ファイル]メニューにある[プリント…]コマンドでインストールマニュアルを 
プリントできます。 


INDEX.pdf 

INDEX.pdf アイコン 


@ Nikon View 4インストール時の注意点 


2 
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Nikon View 4をインストールする前に 、 Adobe Acrobat Reader やウイルスチェック用ソ 
フトウェアなど、起動しているプログラムはすべて終了してください。 
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パソコンに接続 

Nikon View 4のインストールが完了したら、カメラとパソコンを USB ケーブルで_ 
接続して画像や動画をパソコンに転送できます。また、カメラからコンパクトフラッ捧 
シュカードを取り出して、力ード U — ダー、または PC 力ードスロットに挿入して転男 
送することもできます。 |¥ 

USB ケーブル UC - E 2 で画像を転送する 
パソコンが USB インターフェースを装備している場合、カメラに付属する USB ケー_ 
ブル UC - E 2 を使ってカメラとパソコンを接続することができます。パソコンが USB 
インターフェースを装備していない場合は、力ードリーダーや PC 力ードスロットを 
使って画像を転送します （® P .142)。 

1パソコンに転送したい画像を確認します 

• カメラにコンパクトフラッシュカードを挿入し、モードダイヤルを E にしてか 
ら、カメラの電源スイッチを ON にします。 

• 画像を確認したら、カメラの電源スイッチを OFF にします。 


^カメラとパソコンを接続します 

•カメラとパソコンを専用 USB ケーブルで下図のように接続します。 



USB インターフェースは、パソコンと周辺機器（プリンタやカメラなど）を接続する規格のひ 
とつで、パソコンや周辺機器の電源を OFF にすることなく、接続したり接続を外したりするこ 
とができます。 

従って、ノ ':ソコンと C 00 LPIX 775 を USB ケープル UC - E 2 でカメラの電源スイッチを ON 
にしたまま、接続することも、また接続を外すこともできます。 

ただし、 US 巳ケープルの接続を外す場合は、「カメラを取り外す場合のご注意」 P .141) 
に従って接続を外してくださし'1。 
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カメラの電源を ON にします。 

• カメラの電源スイッチを 「 ON 」 にすると、レンズ 
が繰り出し、カメラの液晶モニタには何も表示され 
ません。 

• また、電源スイッチと TRANSFER ボタンを除く 
すべてのボタンが使用できなくなります。 

• カメラの電源スイッチを「〇 N 」 にすると、バソコ 
ンのモニタ画面では 、 Nikon View 4が自動的に力 
メラを認識して、[画像の転送]ウインドウを表示 
します。画像をパソコンに転送する方法について 
は、「電子メールやホームページ用画像を転送する 
(ffi P .68) J をご参照ください。 



転送画像の逛択 

全ての画像 


肩)©®©」 


^ Windows XP Home Edition/Professional をご使用の方へ 

US 巳接続したカメラの電源スイッチを ON ( オン） 

にすると、[リムーバブルディスク](自動再生） 

ウィンドウが表示されます 。 [Nikon View 4使用] 

を選択し、 [0 K ] をクリックすると 、 Nikon View 
4が起動します。このとき、[常に選択した動作を 
行う]のチェックボックスにマークすると、次に力 
メラを接続（電源スイッチをオン）したときに、自 
動的に Nikon View 4が起動します*。 


Windows W 実行，5助作んでください。 

|瀵 SW 離忘 ! 5 


给_1認駆?ザ-ド| Nikon View 4使用を選択| 


?イメージ®スライドシヨ1を表: 7T す5~ 1 厂 
1 Windows ピりチ¥と FAX ヒュ-ァ使用グ 


□常[;逕折した助作6行う。 

J\_ [ 


チェックボックス「 


最初にカメラを接続して設定したポートと別の USB ポートにカメラを接続すると、再度、[リムーパブル 
ディスク](自動再生）ウィンドウが表示される場合があります。もう一度、同じ設定をするか、最初に力 
メラを接続したポートに接続しなおしてください。 


P Windows 98/ 98 SE をご使用の場合 


Windows 98/98 SE をご使用の場合は、 C 00 LPIX 775 をデバイス登録（カメラをバソコ 
ンに認識させる）する必要があります。詳しくは Nikon View 4リファレンスマニュアルをご 
覧ください。 


3 
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[5 画像転送中のご注意 

カメラの液晶モニタに「画像を PC に転送中です」と表示されてい 
る間は、次の操作は行なわないでください。 

カメラおよびパソコンが作動しなくなる場合があります。 

• コンパクトフラッシュカードを抜く 
• カメラの電源をオフにする 
• US 巳ケーブルを抜く 

@カメラを取り外す場合の注意点 


カメラを取り外すときには、カメラの電源を 「 OFF 」 にしたり、 US 巳ケーブルを抜く前に、次 

の操作を行ってください。※「ドライブ （ E :)」 の E はご使用のパソコンによって異なります。 

• Windows XP Home Edition/Professional の場合： パソコン画 
面右下の「八ードウエアの安全な取り外し」アイコンをクリックして 
「 USB 大容量記憶装置デバイスードライブ （ E :) を安全に取り外しま 
す。」を選択してください。 

• Windows 2000 Professional の場合： パソコン画面右下の「八一 
ドウエアの取り外しまたは取り出し」アイコンをクリックして 
「 USB 大容量記憶装置デバイスードライブ （ E :) を停止します」を選 
択してください。 

• Windows Millennium Edition ( Me ) の場合： パソコン画面右下 
の「八ードウエアの取り外し」アイコンをクリックして 「 USB ディ 
スクードライブ （ E :) の停止」を選択してください。 


ドウ I ァの#全/ 5) 外し1 

n 八ードウエアの取り外しまたは取り出し f 

1500 


I 15：00 


Windows 98 /Windows 98 Second Edition ( SE ) の場合： ^ 谢叻 

マイコンピュータの中の「リムーバブルディスク」上でマウスを右 = 

クリックして「取り出し」を選択してください。 




シ 3- 卜成® 


Macintosh の場合： デスクトップ上の「名称未設定」のアイコンを 
ゴミ箱に捨ててください。 




「転送エラー」、「転送がキャンセルされました」、「通信エラー」が発生した場合でも「転送が 
終了しました」と表示されますが、このような場合も、カメラの電源を 「 OFF 」 にしたり 、 USB 
ケーブルを抜く前に、上の操作を行ってください。 


@使用する電源について 


カメラからパソコンにデータを転送するときは、確実に電源を供給できる AC アダプタ EH - 
21(別売）のご使用をおすすめします P .146)。 カメラをバッテリーで操作するとき 
は、バッテリーが十分に充電されていることをご確認ください。予備バッテリーのご用意をお 
すすめします。バッテリー残量が少なくなったら、カメラの液晶モニタに「画像をパソコンに 
転送中です」と表示されていないことを確認してから、上記「カメラを取り外す場合の注意 
点」に従ってカメラの電源を 「 OFF 」 にした後、バッテリーを交換してください。 
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カードリーダー、または PC カードスロットから画像を転送する 

M ご使用になるパソコンに USB インターフェースが装備されていない場合でも、コンパ 
機 クトフラッシュカードリーダーをお持ちの場合、またはパソコンに PC 力ードス□ッ 
^ 卜が装備されている場合には、コンパクトフラッシュカードをカメラから取り出して 
% パソコンに画像を読み込むことができます。 

細 

「 コンパクトフラッシュカードリーダーをご使用の場合 

_ 力ードリーダーにコンパクトフラッシュカードを挿入する場合は、あらかじめカメラ 
から力ードを取り出しておいてください P .37)。 装着方法の詳細については、ご 
使用のパソコン本体、カードリーダーの使用説明書をご参照ください。 

1パソコンを起動します。 

力ー ドリーダーが外付けタイプの場合は、パソコンを起動する前に力ードリーダー 
を接続しておいてください。 

〇カードリーダーにコンパクトフラッシュカードを挿入します。 

Nikon View 4が自動的に力ードを認識して「画像の転送」ウインドウを表示し 
ます。画像をパソコンに転送する方法については、「電子メールやホームページ用 
画像を転送する P .68)」 をご参照ください。 


El Windows XP Home Edition/Professional をご使用の方へ 

US 巳接続したカメラの電源スイッチを ON (オン）にすると、[リムーバブルディスク](自動 
再生）ウィンドウが表示されます 。 [Nikon View 4使用]を選択し、 [0 K ] をクリックする 
と 、 Nikon View 4が起動します。このとき、[常に選択した動作を行う]のチェックボック 
スにマークすると、次にカメラを接続（電源スイッチをオン）したときに、自動的に 、 Nikon 
View 4が起動します。 


コンパクトフラッシュカードリーダーについて 

コンパクトフラッシュ （ CF ) 力ードリーダーは、カメラが使用するコンパクトフラッシュカー 
ドをパソコンで読み込むための装置です。 CF 力ードリーダーには、 USB 力ードリーダーから 
パソコンに内蔵されているタイプのものまでさまざまなタイプがあります。 


P 力ードリーダーからコンパクトフラッシュカードを取り出す場合 

力ードリーダーからコンパクトフラッシュカードを取り出す前に、画像転送が完了しているこ 
とをご確認ください。パソコン画面に転送中を示すインジケータが表示されている間は、コン 
パクトフラッシュカードを取り出さないでください。 
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PC カードス□ットをご使用の場合 

PC 力ードス□ットにコンパクトフラッシュカードを挿入する場合は、あらかじめカメ 
ラから力ードを取り出しておいてください P .37)。 


コンパクトフラッシュカードを PC 
カードアダプタ EC - AD 1 (別売）に挿 
入します 

右の図のようにコンパクトフラッシュカード 
を PC 力ードアダプタに挿入します。 



m 

機 

能 

の 

詳 


p パソコンを起動します 


^ PC カードス □ッ トに PC カードアダプタを挿入します 

Nikon View 4が自動的に力ードを認識して画像転送ウィンドウを表示します。画 
像をパソコンに転送する方法については、「電子メールやホームぺージ用画像を転 
送する P .68) J をご参照ください。 


政 Windows XP Home Edition/Professional をご使用の方へ 

US 日接続したカメラの電源スイッチを ON (オン）にすると、[リムーバブルディスク](自動 
再生）ウィンドウが表示されます 。 [Nikon View 4使用]を選択し、 [0 K ] をクリックする 
と 、 Nikon View 4が起動します。このとき、[常に選択した動作を行う]のチェックボック 
スにマークすると、次にカメラを接続（電源スイッチをオン）したときに、自動的に 、 Nikon 
View 4が起動します。 



PC 力ードス□ットについて 

ノート型パソコンなどの 「PCMCIA (Personal Computer Memory Card International 
Association )」 に適合する PC 力ードス□ットを使用する場合、カメラから取り出したコンパ 
クトフラッシュカードを読み込むために、 PC 力ードアダプタ EC - AD 1 (別売）が必要です。 


P PC 力ードス□ットから PC 力ードアダプタを取り出す場合 

PC 力ードス□ットから PC 力ードアダプタを取り出す前に、画像転送が完了していることをご 
確認ください。パソコン画面に転送中を示すインジケータが表示されている間は、 PC 力ード 
アダプタを取り出さないでください。 
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資料編 


カメラのお手入れ方法、別売アクセサリー、警告表示が表示された場合やカメ 
ラがうまく作動しない場合の対処方法、およびカメラの仕様などについて説明 


します。 

カメラのお手入れ方法 . 

カメラをクリーニング場合や保管する場合にご参照ください。 

.® P .145 

別売アクセサリー . 

C 00 LPIX 775 に使用できる別売アクセサリーを紹介しています。 

.® P .146 

インターネットご利用の方へ . 

ニコンホームページへのアクセス方法を記載しています。 

P .147 

故障かな？と思ったら . 

カメラがうまく動作しないときは、まずここをご覧ください。 

P .148 〜 149 

主な仕様 . 

C 00 LPIX 775 の主な仕様を記載しています。 

P .150 〜 151 
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カメラのお手入れ方法 

クリーニングについて 


レンズ/ 

ファインダー 

レンズやフアインダーのガラス部分をクリーニングするときは、直接手 
で触らないように、ご注意ください。ほこりや糸くずはブロアーで払い 
ます。ブロアーで落ちない指紋や油脂などの汚れは、柔らかい布でレン 
ズやフアインダーのガラスの中心から外側にゆっくりと円を描くように 
拭き取ってください。 

液晶モニタ 

ほこりや糸くずはブロアーで払ってください。指紋や油脂などの汚れは 
柔らかな乾いた布で軽く拭き取ります。強く拭くと、破損や故障の原因 
となることがありますのでご注意ください。 

カメラ本体 

ブロアーを使ってほこりや糸くずを払い、柔らかい乾いた布で軽く拭い 
てください。海辺などでカメラを使用した後は、真水をしめらせた柔ら 
かい布で砂や塩分を軽く拭き取り、よく乾かします。 


アルコール、シンナーなど揮発性の薬品は使用しないでください。 


保管について 

長期間カメラを使用しないときはパッテリーを取り出してください。バッテリーを取 
り出す前にカメラの電源の電源スイッチが 「 OFF 」 になっていること、レンズカバー 
が閉じていることを確認してください。 

次の場所にカメラを保管しないようにご注意ください： 

• 換気の悪い場所や湿度の高い場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の近辺 
•温度が 50° C 以上、または一1〇で以下の場所 
• 湿度が60%を越える部屋 


機能の詳^^資料編 
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別売アクセサリー 

0 C 00 LPIX 775 には次の別売アクセサリーを使用できます。くわしくは販売店にお問 
§ い合わせください。 


の 

詳 

m 


編 



^使用できるコンパクトフラッシュカード 

次の他社製コンパクトフラッシュカードは動作確認されておりますので、 C 〇 0 LPIX 775 で使 
用でぎます。 

• SanDisk 社製 

SDCF 巳シリーズ16 M 巳、32 MB 、 48 MB 、 64 MB 、 96 MB ,128 MB 
その他のメーカーのコンパクトフラッシュカードについては動作の保証はいたしかねます。 
上記コンパクトフラッシュカードの詳細については、各社にご相談ください。 
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インターネットご利用の方へ 

ニコンデジタルカメラの最新情報は、下記のアドレスのホームページ上で 
ご覧いただけます。 

http :// www . nikon - image . com / jpn / ei _ cs / index.htm 


コンバータレンズのご使用上の注意 


C 00 LPIX 775 には、ワイドコンバータ WC - E 63、 およびテレコンバータ TC - E 2 の2種類の 
コンパータレンズが使用できます（コンパータレンズをカメラに取り付けるには、コンパータ 
アダプタ UR - E 3 が必要です)。 

コンバータレンズを使用する場合には、次の操作を行ってください。 

籲コンパータアダプタ UR - E 3 の取り付け、取り外しには、必ずカメラの電源を OFF にし 
てください。 

• 撮影時には、必ず液晶モニタで確認してください。 

■ ワイドコンバータ WC - E 63 を使用する場合： 

• スピードライトモードを発光禁止にする。 

• ズームを一番 ワイド（広角）側にする。 

■テレコンバータ TC - E 2 を使用する場合： 

• スピードライトモードを発光禁止にする。 

•ズームを一番テレ（望遠）側にする。 

コン J (―タレンズの詳細については、各コンノ（ータレンズの使用説明書をご参照ください。 
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故障かな 1 ?と思った 5 

カメラがうまく作動しないときは、お買い上げの販売店や当社サービス部門へお問い 
合わせする前に、次の表をご確認ください。 

1 症状 

原因 



• 液晶モニタがオフになっています。マルチセレクターの▲ボタン 
を押して、モニタをオンに切り換えてください。 

P .51 


• カメラが低消費電カモードになっています。シャッターポタンを 
半押ししてください。 

P .113 

液晶モニタに何も 
映らない 

• カメラの電源が入っていません。 

P .8 

• バッテリーが正しく装着されていません。またはバッテリーカ 
パーがしっかりと閉まっていません。 

P .33 


•パッテリーの残量がありません。 

P .40 


• AC アダプタ EH -21 (別売）が正しく接続されていません。 

— 

液晶モニタに画質 

• 設定内容の情報を非表示にセットしている可能性があります。撮 

P .51 

影モードのときは、設定内容の情報が表示されるまでマルチセレ 


七 ードなど、カメ フ 
の設定内容の情報や 
画像情報が表示され 

クターの▲ポタンを押してください。再生モードの場合、画像情 


報が表示されるまでマルチセレクターの) y ボタンを押してくだ 

P .118 

ない 

さい 。 



• スライドシヨーが行われています。 

P .128 

液晶モニタの画面 

• 液晶モニタの明るさを調整してください。 

P .109 

がよく見えない 

• 液晶モニタが汚れています。 

— 


• カメラが再生モードになっています。 

P .118 


•バッテリーの残量がありません。 

P .40 


• 撮影可能枚数が0になっています。コンパクトフラッシュカー 
ドに十分な容量がありません。 

P .38 

シャツ ターボタン 
を押し込んでも撮 

• 緑色 LED が点滅しています：ピントを合わせることができません。 

P .6 

• 赤色 LED が点滅しています：スピードライトの準備中です。 

P .6 

影でぎない 

• 液晶モニタに「フオーマットされていません」というメッセージ 
が表示されます:コンパクトフラッシュカードが C 00 LPIX 775 
用に初期化されていません。 

P .38 


• 液晶モニタに「力ードが入っていません」というメッセージが現 
れます：コンパクトフラッシュカードがカメラに挿入されていま 
せん。 

P .36 
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症状 

原因 

m 

撮影した画像が 
明るすぎる 
(露出過度） 

• 露出補正値が高すぎます。 

P .102 

撮影した画像が暗 

すぎる 

(露出不足） 

• スピードライトが発光禁止になっています。 

P .89 

• スピードライトが指などでさえぎられています。 

P .89 

• 被写体がスピードライトの範囲外にあります。 

P .89 

• 露出補正値が低すぎます。 

P .102 


•シャッターボタンを半押ししたときに被写体が液晶モニタやファ 

P .50 

ピントが合わない 

インダーの中央にありません。 

• 緑色 LED が高速で点滅している場合：カメラはピントを合わせ 

P .6 


ることができません。 



• 撮影中にカメラが動きました。 

• シャッタースピードが遅すぎます。シャッタースピードを上げるには： 

P .50 


• スピードライトを使ってください。 

P .88 


• カメラを広角側にズーミングしてください。 

P .80 

画像がブレる 

• カメラを広角側にズーミングしても画像がブレたり、スピードラ 



イトを使用できない、または使用したくないときは： 

•ベストショットセレクション（日 SS ) を使ってください。 

P .100 


• セルフタイマーを使ってください。 

•三脚を使用して、カメラを安定させてください。 

P .86 


• スピードライトが発光禁止になっています。次の場合、スピード 



ライトは自動的に発光禁止になりますのでご注意ください： 



•カメラが is (風景)、夕やけ)、0(動画）モードの場合 

P .78 

スピー ドライトが 

•フオーカスモードがに設定されている場合 

P .83 

発光しない 

• AUTO モードで「連写」、または「マルチ連写」を選択している 

P .98 


场口 

•ベストショットセレクション ( BSS ) が ON の場合 

P .100 


• バッテリー残量が少なくなっています。 

P .40 


画像を再生でぎない 


パソコンか他社製のカメラで、画像が上書きされました。または — 
名前が変更されました。 
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テレビに液晶モニタ 
の画面が映らない 

• ビデオケーブルが正しく接続されていません。 

• テレビの入力切り換えが「ビデオ」になっていません。 

• ビデオモードの設定が間違っています。 

P .135 

P .135 

P .114 

カメラをパソコン 
に接続時、または 
コンパクトフラッ 
シュカードをカー 
ドリーダーや力一 
ドス□ットに挿入 
したときに 、 Nikon 
View 4が自動的に 
起動しない 

• カメラの電源スイッチが OFF になっています。 

• AC アダプター EH -21 (別売）が正しく接続されていません。ま 
たはバッテリーの残量がありません。 

•インターフェースケ_ブ)レが正しく接続されていません。または 
カードがカードリーダー、カードアダプター、またはカードス 
ロットに正しく挿入されていません。 

Nikon View 4については Nikon View 4リファレンスマニユア 
ルをご参照ください。 

P .8 

P .135 

P .135 


原因 


症状 
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警告メッセージについて 

液晶モニタに下記の警告メッセージ、およびその他の警告が表示された場合は、修理 
やアフターサービスをお申し付けになる前に下記の対処方法をご確認ください。 


表示 

原因 

対処法 


© 

(点滅) 

カメラの時計が設定されて 
いません。 

日付と時刻を設定してください。 

P.42 

dal 

(点滅) 

バッテリーの残量がありま 
せん。 

カメラの電源スイッチを OFF にし 
てバッテリーを交換してください。 

P.33 

モードダイヤル位置が 
ずれています 

モードダイヤルが、2つの 
モ_ドの間に設定されてい 
ます。 

モードダイヤルを正しい位置に 
セットしてください。 

P.9 

e 

カードが入っていません 

カメラがコンパクトフラッ 
シュカードを認識できませ 
ん〇 

カメラの電源スイッチを OFF に 
して、コンパクトフラッシュカー 
ドが正しく挿入されていることを 
確認してください。 

P.36 

□ 

このカードは使用できません 

コンパクトフラッシュカー 
ドへのアクセス異常です。 

動作確認済みのコンパクトフラッ 
シュヵー ドをご使用ください。 

P.146 

□ 

カード不良があります 

コンパクトフラッシュカー 
ドへのアクセス異常です。 

動作確認済みのコンパクトフラッ 
シュカードをご使用ください。 

P.146 

フォー マツトされて 
いません 

コンパクトフラッシュカー 
ドが C00LPIX775 仕様 

にフォーマットされていま 
せん。 

マルチセレクタ_の▲ポタンを押 
して、「フォーマットする」を選択 
し、Iボタンを押して力ードを 
フォーマットするか、カメラの電 
源スイッチを OFF にして、適切な 
力ードに交換してください。 

P.38 
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画像を記録する空き容量が 
ありません。 


画像を転送するための通信 
情報を書き込む容量があり 
ません。（カメラとバソコ 
ンを接続し 、 TRANSFER 
ポタンを押した場合のみ） 


' 画質モード、または画像サイズ 
を変更してください。 

' 不要な画像を削除してください。 

|新しい力ードを挿入してくだ 
さい0 


'不要な画像を削除し、再度 
TRANSFER ボタンを押してく 
ださい。 


P .92 

P .126 

P .36 


P .126 




画像を登録できません 


^コンパクトフラッシュ 
力ードのフォーマットが 
異なります。 

1 画像の保存中にエフ_が 
発生しました。 

' フオルダ、またはファイル 
番号のオーパーフ□一です。 


^コンパクトフラッシュカードを 
再フォーマットしてくださし、 

，連番モードをオフに設定する 
か、リセットを行ってくださ 
し、 


P .38 


P .111 


撮影画像がありません 


コンパクトフラッシュカー 
ドに撮影された画像が入つ 
ていません。 


' レビュー再生モード時：シャツ 
ターポタンを押して撮影してく 
ださい。 

■ モードダイヤルが0(再生モー 
ド）に設定時：モードダイヤル 
を他の設定 I こ変更してください。 


P .56 


P .9 


このファイルは 
表示できません 


通信 エラー です 


パソコン、または他社の 
カメラで作成したファイル 
です。 


パソコンに画像転送中、イ 
ンターフエースケーブルの 
接続が外れたか、コンパク 
トフラッシュカードが取り 
出されました。 


' ファイルを削除してください。 

' コンパクトフラッシュカードを 
再フオーマツトしてくださし夂 


P .126 

P .38 


パソコンのモニタに警告メッセー 
ジが表示された場合、 [0 K ] をク 
リックして Nikon View 4を終了し 
てください。カメラの電源をオフに 
した後、ケーブルを再接続するか、 
コンパクトフラッシュカードを交 
換して、もう一度カメラの電源ス 
イッチを ON にしてください。 


P .141 
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表示 


原因 


対処法 


〇 


システム エラー 

• カメラの内部回路にエ 
ラーが発生しました。 

• レンズ駆動部が押さえつ 
けられているため、 ON ま 
たは OFF にできません。 

カメラの電源スイッチを〇 FF に 
して、 AC アダプタを使用してい 
る場合はアダプタを外して、パッ 
テリーを取り出します。再度バッ 
テリーを入れて、カメラの電源ス 
イッチを ON にしてください。シ 
ステムエラーの表示が続く場合は 
当社サービス部門までご連絡くだ 
さい 。 

P .141 

転送 マー キングされた 
画像がありません 

転送設定された画像がない 
ときに TRANSFER ボタ 
ンでパソコンに画像を転送 
しようとしました。 

カメラとパソコンの接続を外し、 
少なくとも1枚以上の画像に転送 
設定をセットして、再接続してく 
ださい。 

P .110 

P .134 

転送 エラー 

画像転送中にエラーが発生 
しよし/" し0 

カメラとパソコンが正しく接続さ 
れていること、およびバッテリー 
が十分に充電されていることを確 
認してください。 

P .139 
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機 


主な仕様 


型式 


有効画素数 


撮傢素子 
画素数 


ニコンデジタルカメラ E 775 


2.0 メガピクセル 


J 1/2.7 型 

f 総画素数： 2.14 メガピクセル 


画像サイズ 

• FULL (1600 X 1200ピクセル） 


• XGA (1024 X 768 ピクセル） 


• VGA (640 X 480ピクセル） 



3 倍ズームニッコール 

f =5.8 〜1 7.4 mm (35 mm 判換算38〜11 5 mm ) 、 F 2.8 〜 F 4.9 
6群7枚 


電子ズーム 


才一トフォーカス 
フオーカス 


撮影距離 


1.25 倍、 1.6 倍、 2.0 倍、 2.5 倍 


|コントラスト検出方式 

液晶モニタ 0 N :コンテイニユアス AF 
液晶モニタ OFF :シングル AF 

30 cm 〜〇〇 

マクロモード時：レンズ前 4 cm 〜〇〇 


ファインダー 


B 倍率 
|■視野率 
液晶モニタ 


p 像式光学ファインダー、 LED 表示 
◦.35〜0.97倍 
約82% 



1.5 インチ低温ポリシリコン TFT 液晶、110,000画素、輝度調節 


機能付ぎ 

視野率 

約97% 

パワーオフ設定 

30秒（初期設定)、1分、5分、3◦分に設定可能 
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記録形式 
画像ファイル 


媒体 


撮影可能コマ数 


撮影モード 


連写モード 


測光方式 


露出 


r Design rule for Camera File Sysyem、DPOF 準拠 
I 圧縮： JPEG-Baseline 準拠 
FINE (約 1 /4 ) 

NORMAL (約 1 /8) 

BASIC (約 1/16 ) 

| QuickTime (動画） 

コンパクトフラッシュカード Type I 


8 MB (64 MB ) 

、、、、、、サイズ 
画質 

FULL 

XGA 

VGA 

FINE 

8 (66) 

19 (159) 

48 (390) 

NORMAL | 

16 (131) 

37 (306) 

88 (709) 

BASIC 

31 (256) 

71 (578) 

161 (1301) 

* 撮影 コマ 数は絵柄によって大きく異なります。 


フルオートモード SSS (ホワイトバランス、連写モード、 BSS 、 
露出補正、輪郭強調） 

シーンモード（パーテイ、逆光、ポートレート、夜景、風景、海 • 
雪、夕やけ） 

動画モード（最長15秒. QVGA フオーマット、 15 fps ) 


単写 
連写 

マルチ連写 （16 画面） 


マルチ測光 （256 分割） 


露出制御 

1 露出相 

1正（士 2.0 EV 、1/3 EV ステップ） 

露出連動範囲 
( ISO 100換算） 

• EV 2.5 〜 16.2 ( W 側） 

• EV 4,2〜17.8 (T 側) 



メカニカルシャッターと CCD 電子シャッターの併用 
1〜1/1000秒 
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電磁駆動による絞り開口選択方式 


2 ( F 2.8 と F 7.9 [ W 側]) 


ISO 100相当、 ISO 200まで才一トゲインアップ機能あり 


マルチオートホワイトバランス、5種類のマニュアル設定可能（太 
陽光、電球、蛍光灯、曇天、スピードライト)、プリセツト可能 


3秒、10秒 


◦.4〜 1.7 m (最望遠側） 

◦•4〜 3.0 m (最広角側） 

0.2〜 2.4 m (接写モード時) 


自動調光制御 


自動発光、発光禁止、赤目軽減自動発光、強制発光、およびスローシ 
ンクロ 


1コマ再生、サムネイル （9 分割、4分割)、動画、拡大表示 （2 倍)、 
スライド シヨー 

全画像削除、選択画像削除、プリント指定解除 
転送マーキング設定、プ□テクト設定、プリント指定 


USB インターフェース 


NTSC / PAL 選択可能 


• DC 入力 

• ビデオ出力、デジタル端子 （ USB ) 


• Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 1 (付属)、 

6 V リチウム電池 2 CR 5 (別売） 

• 外部電源： AC アダプタ EH -21 (別売） 

約100分 ( EN - EL 1 使用時） 

※測定条件は当社条件（液晶モニタ使用、撮影毎にズーム、約3割のス 
ピードライト撮影、 FUU _、 NORMAL モード、常温く 2 CTC >) によ 
ります。 


連続撮影時間 






C 












ライト 




/ス 




絞り 

制御段数 
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動作環境 


外形寸法 


質量（重さ） 


- 40 o C 

I 85%以下（結露しないこと） 


| 約87 ( W ) x 66.5 ( H ) x 44 ( D ) mm 


約 185 g (バッテリー、コンパクトフラッシュカード除く） 


機 

能 

の 

詳 


C 00 LPIX 775 はエプソンの 「PRINT Image Matching 」 に対応しています。 

「PRINT Image Matching 」 はこの機能を搭載したデジタルカメラと対応プリンタとの連 
携により、撮影時に画像といっしょに記録された付帯情報からデジタルカメラ側で設定した 
色再現を反映させたきれいなプリントが得られる技術です。 

この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、堅くお断りいたします。 

仕様 • 性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。 

使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 


Nikon View 4 動作環境： 

Windows 

OS / 機種： 

Windows XP Home Edition / Professional、Windows 2000 
Professional、Windows Millennium Edition ( Me)、Windows 
98/98 Second Edition ( SE ) プリインス 1-- ルモデル 

CPU : 

MMX Pentium 以上 

RAM (メモリ）： 

64 MB 以上の空きメモリ （128 MB 以上推奨） 

八 ー ドディスク： 

Nikon View 4 動作時に使用するコンパクトフラッシュカードの 

2倍以上の起動ディスク容量 

解像度： 

640 X 48◦ドット、1 6- bit カラー、 （8 〇〇 X 6◦◦ドット以 
上、フルカラー推奨） 

その他： 

CD - ROM ドライブ、 US 巳インターフェイス （ US 巳ポート内蔵 
機種のみ） 

Macintosh 

OS : 

MacOS 8.6*、 9、9.1、 9.2 

機種： 

iMac、Power Macintosh G 3 ( Blue & White)、Power Mac 
G 4 以降、 iBook , PowerBook G 3 ( US 巳内蔵モデル）以降 

RAM (メモリ）： 

32 MB 以上の空きメモリ （64 MB 以上推奨） 

八 ー ドディスク： 

Nikon View 4 動作時に使用するコンパクトフラッシュカードの 

2倍以上の起動ディスク容量 

解像度： 

640 X 48◦ドット、1 6- bit カラー、 （8 〇〇 X 6◦◦ドット以 
上、フルカラー推奨） 

その他： 

CD - ROM ドライブ、 USB インターフェイス （ USB ポート内蔵 
機種のみ） 

* Mac 0 S 8.6 の場合、 USB Mass Storage Support 1 .3.5 をインス!ルしてください。 
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再生モード . 

再生メニュー . 

削!^ . 

撮影コマ数 . 

撮影モード ■_ 9、77〜79、 

サムネイルモード . 

サムネイルレビューモード… 

三®] . 

シーン撮影モード 
シャッターボタン 
初艦定 . 


力 


力ードフォーマツト 


112 

カードリーダー . 


142 

拡大表示モ _ ド . 


122 

画質モード . 

• 65、 92- 

-93 

画像サイズ . 

•_ 66、92、 

,94 

画像情報 . 


120 

画像の再生 . 

.•…116〜 

123 

画像の転送 . 


140 

画面の明るさ . 


109 

簡易再生モード . 

.58- 

-59 

逆光モード . 


■•78 

蜜光灯 . 


■■96 

言語 （ LANG ). 


115 

光学 ズーム . 


..80 

コンテイ _ ユアス AF _ 


•■84 

コンパクトフラッシュカード 



. 36〜39、142、146 

コンパクトフラッシュカードリーダー 


英数 

M 1 コマ再生モ-ド . 118 

機 AC アダプタ . 113、135 

0 Adobe Acrobat Reader . 138 

詳 AF ロック . 53 

ヤ AUTO 器撮影モ-ド . 46、91 

M 巳 SS . 100〜101 

引 DP 0 F . 72 

JPEG . 93 

MENU ボタン . 13、15 

.MOV (拡張子） . 79 

Nikon View 4 . 136〜137 

NTSC . 114 

PAL . 114 

PCMCIA .143 

PC 力ード .142 〜 143 

QUICKS ボタン . 12、 58 

QUICK Time 動画ファイル .79 

SET-UP メニュー .106-108 

T ボタン .50 

TRANSFER ボタン 

. 12、68、70、119、 123 

USB .69 〜70、 139 

W ボタン .50 

ア 

赤色 LED . 52 

赤目軽減 . 89 

インタ _ ネツト用 . 68〜69 

インターバル設定 . 129 

海 • 雪モード . 79 

液晶モニタ . 7 

液晶モニタの明るさ . 109 

遠景モード . 83 
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動画再生… 
動画モード 


A 

パー ティモード . 

バッテリー . 

バッテリーチャージャ ー■ 

パワーオフ設定 . 

日付と時刻 . 

ビデオモード . 


. 78矚 

_■ 33、35機 

. 35 

. 113 

.42-43 


-I 


. 114、135 

ピント . 83〜84 

ファイル名 . 111 

ファインダー . 6 

風景モード、 . 79 

フオーカスモード . 82〜85 

フォーマット . 38〜39、112 

フォルダ名 . 111 

プ U ント . 71 

プリント指定 . 132〜133 

プ U ント設定 （ DPOF 設定） . 73 

プリセツトホワイトバランス . 97 

プ□テクト設定 . 130〜131 

ベストショツトセレクション （ BSS ) 

. 100〜101 

ホームページ用 . 64 

ポートレート . 78 

ホワイトバランス . 


I 


.96-97 


マ 

マクロセルフモード . 
マクロモード . 


.83 
• 83 


マルチセレクター . 10 

マルチ連写 . 98 

緑色 LED . 52 

モードダイヤル . 9 


シンクル AF . 84 

ズーム . 50 

ズ ー A 機能 . 80 

ストラップ . 32 

スピード、ラィト . 88、96 

スライドシヨー . 128 

ス□—シンクロ . 88〜89 

セルフタイマー . 82〜83 

セルフタイマーモード . 83、86 

セルフタイマーランプ . 87 

選択画像削除 . 126 

全画像削除 . 127 

夕 

太陽光 . 96 

単 ¥ . 98 

通常 AF モード . 82〜84 

低消費電カモード . 113 

デジタルプリントオーダーフォーマット 

( DP 0 F ) . 72 

手ブレ . 79 

転送 . 68〜69 

転送設定 . 110 

転送マーキング設定 . 134 

電源スイッチ . 8 

電子ズーム . 81 

電子メール . 64 
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日時設定 
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ユーザー サ ポー トについて 


■この製品の操作方法についてのお問い合わせは 

この製品の操作方法について、さらにご質問がございましたら下記の当社サボー 
卜部門までお問い合わせください。 

亍140 -0015 

東京都品川区西大井1 -4-25 (コア•スターレ西大井第ービル 2 F ) 

株式会社ニコン電子画像テクニカルセンター 

TEL (03) 3773-0191 受付時間：祝日を除く月〜金 （9: 30〜17: 00) 
FAX (03) 3773 -8569 * 都合により休む場合があります。 

■お願い 

• お問い合わせいただく場合には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容を 
ご確認の上お問い合わせください。 


m 


ZL 

I 

ザ 

I 

サ 

ポ 

I 

卜 

に 


二) 

い 

て 


• より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でも次ページの「お問い合わせ承 
り書」の所定の項目にご記入いただき、 FAX または郵送でお送りください。「お 
問い合わせ承り書」をコピーしてお使いいただくと、繰り返しお使いいただけ 
便利です。 

■製品の修理に関するお問い合わせは 

亍 140-8601 

東京都品川区西大井1 -6-3 

株式会社ニコン東京大井サービス 

TEL (03) 3773-2221 受付時間：祝日を除く月〜金 (9： 00-17： 45) 
* 都合により休む場合があります。 


■インターネットご利用の方へ 

• ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情 
報を次の当社 Web サイトでご覧いただくことができます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/ei_cs/index.htm 

• 製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめ 
します。 


767 



株式会社 ニコン 電子画像テクニカルセンター行 
TEL (03) 3773-0191 FAX (03) 3773 - 8569 


【お問い合わせ承り書】 太枠内のみご記入ください。 


お問い合わせ年月日： 


年 


月 


お買い上げ年月日： 


年 


月 


製品名： 


シリアル番号: 


フ ij ガナ 

お名前： 


連絡先ご住所：□自宅 □会社 

TEL: 

FAX : 


ご使用のコンピュータの機種名： 

メモリ容量： 

0 S のバージヨン： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプリケーションソフト名： 

ご使用の当社ドライバソフトウェアのバージヨン： 


ハードディスクの空き容量： 

ご使用のインター フエー スカード名: 


問題が発生したときの症状、表示されたメッセージ、症状の再現： 
(おわかりになる範囲で結構ですので、できるだけ詳しくお書きください。） 


整理番号： 


® ユ—ザ—サポ I 卜について 


※このページはコピーしてお使いください。 
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株式会社^コン 


Nikon 


■ 技術的なお問い合わせのご案内 


内容および操作に関する技術的なお問い合わせは下記当社罨子画像テクニカルセンターをご利用ください。 
140-0015 東京都品川区西大井卜 4-25 (コア•スターレ西大井第ービル 2 P 皆） 

株式会社ニコン電子画像テクニカルセンター 

S (03) 3773-0 191 FAX (03) 3773-8569 

営業時間9:30〜17:00 ( 土•日曜日、祝日を除く毎日） 

* このほか年末年始、夏期休暇等、休業する場合があります。 


Printed in Japan 
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